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油
に
よ
る
海
洋
汚
染
の
防
止
と
国
際
法

環

境

保

護

と

は
し
が
き

一
、
油
に
よ
る
海
洋
汚
染
防
止
の
た
め
の
国
際
条
約
(
-
九
五
四
ー
一
九
六
九
）

二
、
ト
リ
ー
・
キ
ャ
ニ
オ
ン
号
事
件
(
-
九
六
七
）
と
慣
習
国
際
法

三
、
油
濁
事
故
の
際
の
公
海
上
に
お
け
る
介
入
権
に
関
す
る
国
際
条
約
(
-
九
六
九
）

あ
と
が
き

本
年
六
月
に
は
ス
エ
ー
デ
ン
の
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
に
お
い
て
国
連
人
間
環
境
会
議
が
開
催
さ
れ
、
社
会
の
関
心
は
、
今
日
、
人
間
の

生
活
環
境
を
ど
の
よ
う
に
し
て
守
る
か
、
自
然
と
人
間
と
の
係
り
合
い
は
ど
の
よ
う
に
あ
る
べ
き
か
、
と
い
う
方
向
に
向
い
、
環
境
破

r
i
g
h
t
)
 

壊
に
対
す
る
法
的
統
制
の
た
め
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
法
律
家
た
ち
は
、
公
害
問
題
を
前
に
し
て
、

(
1
)
 

の
構
成
に
と
り
組
ん
で
い
る
。

と
こ
ろ
で
、

こ
こ
に
取
り
上
げ
る
問
題
は
、
海
洋
環
境
保
護
の
た
め
の
法
制
度
、

は

し

が

き

ー

海

の

国

際

法

ー

油
に
よ
る
海
洋
汚
染
の
防
止
と
国
際
法

「
環
境
権
」

そ
れ
も
国
際
法
制
度
の
う
ち
、
油
に
よ
る
海
洋
汚

• 
(
e
n
v
i
r
o
n
m
e
n
t
a
l
 

芹

田

健

太

郎
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お
よ
び
「
油
濁
損
害
に
対
す
る
民
事
責
任
に
関
す
る
国
際
条
約
」

(
I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
 
C
o
n
v
e
n
t
i
o
n
 
r
e
l
a
t
i
n
g
 
to 
I
n
t
e
r
v
e
n
t
i
o
n
 
o
n
 t
h
e
 
H
i
g
h
 S
e
a
s
 
i
n
 
c
a
s
e
s
 
of 
Oil 

C
o
n
v
e
n
t
i
o
n
 
i
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
e
 
s
u
r
 !'intervention 
e
n
 h
a
u
t
e
 
m
e
r
 e
n
 c
a
s
 
d
ぶa
c
c
i
d
e
n
t
e
n
t
r
a
i
n
a
n
t
 o
u
 p
o
u
v
a
n
t
 
e
n
t
r
a
i
n
e
r
 

u
n
e
 p
o
l
l
u
t
i
o
n
 
p
a
r
 les 
h
y
d
r
o
c
a
r
b
u
r
e
s
)
 

la 
p
o
l
l
u
t
i
o
n
 
d
e
s
 e
a
u
x
 d
e
 la 
m
e
r
 d
e
 1
9
6
9
)
 

湾
で
は
先
ず
海
水
浴
場
の
相
次
ぐ
閉
鎖
と
な
っ
て
現
わ
れ
、

(
I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
 

一
九
六
九
年
十
一
月

染
ー
|
油
濁
ー
ー
に
関
す
る
国
際
法
の
素
描
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
体
験
的
に
海
が
汚
さ
れ
て
来
た
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
こ
の
大
阪

そ
し
て
今
や
瀬
戸
内
海
全
体
が
一
大
溝
川
化
す
る
危
険
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
汚
染
物
質
が
油
に
限
ら
な
い
こ
と
も
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
稿
で
は
汚
染
源
も
油
に
限
っ
た
。
そ
し
て
核
物
質
そ
の

他
の
有
害
物
質
に
よ
る
海
洋
汚
染
と
国
際
法
の
問
題
は
別
稿
に
譲
る
こ
と
と
す
る
。
油
濁
に
関
す
る
国
際
法
の
規
則
は
、
油
濁
の
防
止

(
2
)
 

と
油
濁
の
責
任
の
問
題
を
め
ぐ
る
も
の
に
大
別
さ
れ
る
が
、
本
稿
で
は
こ
の
点
で
も
防
止
の
問
題
の
み
に
限
っ
た
。

原
油
一
千
ト
ン
が
流
出
し
た
。
し
か
し
世
人
の
注
目
を
ひ
い
た
の
は
一
九
六
七
年
三
月
十
八
日
の
事
件
で
あ
る
。
同
日
イ
ギ
リ
ス
の
コ

ー
ン
ウ
ォ
ー
ル
南
西
沖
の
シ
リ
ー
群
島
附
近
に
お
い
て
リ
ベ
＂
ァ
船
籍
の
ト
リ
ー
・
キ
ャ
ニ
オ
ン
号
が
座
礁
し
、
約
六
万
ト
ン
の
原
油

が
流
出
し
、

コ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ル
海
岸
、
さ
ら
に
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
海
岸
（
フ
ラ
ン
ス
）
に
ま
で
流
れ
つ
き
、
多
大
な
損
害
を
与
え
た
。
こ
の

ト
リ
ー
・
キ
ャ
ニ
オ
ン
号
事
件
が
提
起
し
た
問
題
は
あ
ま
り
に
も
大
き
く
、

さ
て
、
本
年
六
月
二
十
六
日
、

そ
れ
ま
で
の
海
事
に
関
す
る
国
際
的
な
制
度
の
再
検
討
を

迫
ま
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
政
府
間
海
事
協
議
機
構
I
M
C
O
が
中
心
と
な
っ
て
問
題
を
検
討
し
、

に
開
催
さ
れ
た
海
水
汚
濁
損
害
に
関
す
る
法
律
会
議

(la
c
o
n
f
e
r
e
n
c
e
 
j
u
r
i
d
i
q
u
e
 
i
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
e
 
s
u
r
 les 
d
o
m
m
a
g
e
s
 d
u
s
 
a
 

に
お
い
て
「
油
濁
事
故
の
際
の
公
海
上
に
お
け
る
介
入
権
に
関
す
る
国
際
条
約
」

マ
ラ
ッ
カ
海
峡
を
航
行
中
の
シ
ェ
ル
石
油
タ
ン
カ
ー
「
マ
ー
タ
ー
号
」

P
o
l
l
u
t
i
o
n
 
Casualties, 

（
二
十
一
万
ト
ン
）
が
座
礁
し
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(2) (1) 

油
に
よ
る
海
洋
汚
染
の
防
止
と
国
際
法

T
r
a
n
s
p
o
r
t
)
 
に
任
命
さ
れ
た
委
員
会
が
、

一
九
五
三
年
七
月
に
報
告
書
を
提
出
し
、

油
濁
防
止
条
約
に
関
し
て
イ
ニ
シ
ャ
チ
プ
を
と
っ
た
の
は
イ
ギ
リ
ス
で
あ
り
、

C
o
n
v
e
n
t
i
o
n
 o
n
 Civil Liability 
for 
O
i
l
 
P
o
l
l
u
t
i
o
n
 
D
a
m
a
g
e
)
 

に
つ
い
て
の
国
際
的
合
意
の
み
で
あ
る
、

一
九
五
二
年
九
月
に
運
輸
大
臣

の
二
つ
の
条
約
が
採
択
さ
れ
た
。
従
っ
て
ト
リ
ー
・
キ
ャ
ニ
オ

ン
号
事
件
前
の
制
度
と
、
同
事
件
の
と
き
に
と
ら
れ
た
諸
措
置
に
対
応
す
る
法
制
度
、

な
ら
び
に
一
九
六
九
年
条
約
が
設
け
て
い
る
制

度
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
が
、
油
濁
防
止
の
法
制
度
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
必
要
で
あ
ろ
う
。
尚
、
油
濁
は
、

ト
リ
ー
・
キ
ャ
ニ
オ

ン
号
事
件
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
事
故
に
よ
っ
て
も
引
き
起
こ
さ
れ
る
が
、
船
舶
か
ら
海
洋
に
油
を
排
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
引

き
起
こ
さ
れ
る
。
そ
し
て
ト
リ
ー
・
キ
ャ
ニ
オ
ン
号
事
件
ま
で
の
国
際
的
な
努
力
は
、
船
舶
か
ら
の
油
の
排
出
の
規
制
に
主
と
し
て
向

国
際
条
約
」

(
I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
 
C
o
n
v
e
n
t
i
o
n
 for 
t
h
e
 
P
r
e
v
e
n
t
i
o
n
 
of 
P
o
l
l
u
t
i
o
n
 
of 
t
h
e
 
S
e
a
 b
y
 Oil, 
1
9
5
4
)
 

と
い
う

(
M
i
n
i
s
t
e
r
 
for 

で
あ
る
。
先
ず

ジ
ュ
リ
ス
ト
（
特
集
）
環
境
ー
公
害
問
題
と
環
境
破
壊
(
-
九
七
一
・
一
―•
1
O
)
参
照
。
憲
法
に
お
け
る
位
置
づ
け
の
問
題
で
、
小
林
直

樹
「
憲
法
と
環
境
権
」
（
前
揺
ジ
ュ
リ
ス
ト
）
参
照
、
ほ
か
に
「
環
境
権
確
立
の
た
め
の
提
言
」
（
ジ
ュ
リ
ス
ト
四
七
九
号
）
等
。

本
稿
は
本
学
の
専
攻
科
に
お
け
る
特
別
講
義
の
た
め
に
取
り
急
ぎ
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
ま
と
め
の
た
め

E.D.
B
r
o
w
n
,
 T
h
e
 L
e
g
a
l
 

R
e
g
i
m
e
 o
f
 H
y
d
r
o
s
p
a
c
e
,
 L
o
n
d
o
n
,
 S
t
e
v
e
n
s
 
&
 Sons, 
1
9
7
1

の
第
名
盃
叩
か
ら
大
き
な
示
唆
を
受
け
た
。
一
部
資
料
に
つ
い
て
日
本
船

主
協
会
の
お
世
話
に
な
っ
た
。

油
に
よ
る
海
洋
汚
染
防
止
の
た
め
の
国
際
条
約
(
-
九
五
四
ー
一
九
六
九
）

一
の
方
法
は
、
油
濁
を
避
け
る
た
め
の
「
行
動
規
則
」

(
:
'
C
o
d
e
of 
c
o
n
d
u
c
t
"
)
 

こ
こ
か
ら
検
討
を
始
め
る
こ
と
に
す
る
。

け
ら
れ
て
い
た
、
と
い
え
よ
う
。
こ
の
意
味
で
最
初
の
条
約
は
、

英
国
沿
岸
水
域
の
油
濁
を
防
止
す
る
た
め
の
唯

一
九
五
四
年
に
締
結
さ
れ
た
「
油
に
よ
る
海
洋
汚
染
防
止
の
た
め
の
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排
出
が
禁
止
さ
れ
る
海
域
が
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

A
、
一
九
六
二
年
改
正
条
約

は
本
年
六
月
二
十
五
日
か
ら
全
面
的
に
施
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
（
同
法
附
則
第
一
条
）
。
従
っ
て
こ
こ
で
は
、
先
ず
六
二
年
改
正
条

約
の
基
本
的
枠
組
、
次
に
六
九
年
改
正
条
約
の
改
正
点
に
つ
い
て
触
れ
る
こ
と
に
す
る
。

一
九
六
二
年
改
正
条
約
は
、
船
舶
か
ら
の
油
の
排
出
の
禁
止
を
規
定
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

条
件
付
禁
止
で
あ
る
。

を
廃
止
し
、

―
つ
は
禁
止
さ
れ
る
「
油
」

(Oil)

お
よ
び
「
油
性
混
合
物
」

(
o
i
l
y
m
i
x
t
u
r
e
)

が
定
義
さ
れ
、

四
十
五
年
末
に
「
海
洋
汚
染
防
止
法
」

考
え
を
示
し
、

や
は
り
一
九
五
二
年
に
設
置
さ
れ
た
別
の
委
員
会
が
国
際
会
議
の
招
集
を
決
定
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
会
議
は
一
九
五

四
年
四
月
二
十
六
日
か
ら
五
月
十
二
日
ま
で
開
か
れ
、
国
際
条
約
（
以
下
五
四
年
条
約
と
略
称
）
が
採
択
さ
れ
た
。

(
1
)
 

も
代
表
を
派
遣
し
た
。
政
府
間
海
事
機
構
I
M
C
O
が
一
九
五
八
年
三
月
に
成
立
し
、
五
九
年
に
事
務
を
引
き
継
ぐ
ま
で
の
期
間
、

ギ
リ
ス
に
事
務
局
が
置
か
れ
た
（
条
約
二
十
一
条
）
。

す
る
に
至
っ
て
い
な
い
。
尚
、

一
般
的
禁
止
で
は
な
く
、
二
つ
の
点
で

（
昭
和
四
十
五
年
十
二
月
二
十
五
日
法
徘
第
百
三
十
六
号
）

こ
の
法
律

（
昭
和

ロ
ン
ド
ン
で
開
催
さ
れ
た
こ
の
会
議
に
参
加
し
、
こ
の
六 イ

こ
の
五
四
年
条
約
は
、

I
M
C
O
が
招
集
し
一
九
六
二
年
三
月
二
十
六
日
か
ら
四

月
十
三
日
ま
で
開
か
れ
た
会
議
に
よ
っ
て
大
幅
に
改
正
さ
れ
た
。
日
本
は
、

二
年
に
改
正
さ
れ
た
条
約
（
以
下
六
二
年
改
正
条
約
と
略
称
）
に
．
六
七
年
八
月
二
十
一
日
加
入
し
た
（
日
本
に
つ
い
て
効
力
発
生
同
年
十
一
月
）
。

日
本
は
こ
の
条
約
に
加
入
す
る
に
先
立
っ
て
、
六
七
年
八
月
一
日
「
船
舶
の
油
に
よ
る
海
水
の
汚
濁
の
防
止
に
関
す
る
法
律
」

四
十
二
年
八
月
一
日
法
律
第
百
二
十
七
号
）
を
制
定
し
た
。
そ
の
後
条
約
は
一
九
六
九
年
に
再
び
改
正
さ
れ
た
が
、

こ
の
改
正
は
未
だ
発
効

日
本
は
こ
の
六
九
年
の
改
正
を
考
慮
し
て
、
前
述
四
十
二
年
の
法
律
（
以
下
旧
海
水
油
濁
防
止
法
と
略
称
）

を
制
定
し
た
。

も
う
一
っ
は

こ
の
会
議
に
は
日
本



- 21 -

た
だ
こ
の
場
合
の
油
ま
た
は
油
性
混
合
物
の
排
出
は
、

「
禁
止
海
域
」

(
P
r
o
h
i
b
i
t
e
d
Z
o
n
e
s
)
 

(a) 

油
に
よ
る
海
洋
汚
染
の
防
止
と
国
際
法

陸
岸
か
ら
で
き
る
か
ぎ
り
離
れ
て
行
な
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
旧
海
水
油

タ
ン
カ
］
以
外
の
船
舶
か
ら
の
油
ま
た
は
油
性
混
合
物
の

②
禁
止
さ
れ
る
行
為
（
第
三
条
）
お
よ
び
そ
の
例
外
（
第
四
条
、
第
五
条
）

十
五
年
の
海
洋
汚
染
防
止
法
第
四
条
六
項
参
照
）

⑮
捕
鯨
業
に
従
事
す
る
船
舶
で
現
に
捕
鯨
作
業
に
使
用
さ
れ
て
い
る
場
合

条
約
適
用
対
象
の
船
船
（
第
二
条
）

本
条
約
の
適
用
さ
れ
る
船
舶
は
、
締
約
国
領
域
で
登
録
さ
れ
た
船
舶
お
よ
び
登
録
は
さ
れ
て
い
な
い
が
締
約
国
の
国
籍
を
有
す
る
船

舶
で
あ
る
（
日
本
に
つ
い
て
は
船
舶
法
第
一
条
が
日
本
船
舶
の
要
件
を
定
め
、
第
五
条
で
登
録
、
船
舶
国
籍
証
書
に
つ
い
て
定
め
る
）
。

一
五

0
総
ト
ン
以
下
の
タ
ン
カ
ー
お
よ
び
五

0
0総
ト
ン
以
下
の
そ
の
他
の
船
舶
に
は
適
用
さ
れ
な
い

油
濁
防
止
法
第
十
条
一
項
参
照
）

そ
の
他
に
五
大
湖
等
を
航
行
す
る
船
舶
(
c
)
お
よ
び
そ
の
他
の
補
助
的
船
舶
（
⑪
）
が
除
外
さ
れ
て
い
る
。

に
お
け
る
船
舶
か
ら
の
油
ま
た
は
油
性
混
合
物
の
排
出
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

適
用
対
象
と
な
る
船
舶
（
以
下
単
に
船
舶
と
い
う
）
は
、

こ
の
禁
止
と
の
関
連
で
は
三
つ
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。

条
国
号
）
で
あ
り
、
第
二
は
タ
ン
カ
ー
以
外
の
船
舶
（
三
条
⑮
号
）
で
あ
る
。

排
出
の
禁
止
は
、
条
約
が
船
舶
の
関
連
す
る
領
域
に
関
し
て
効
力
を
生
じ
た
日
か
ら
三
年
を
経
て
後
に
の
み
適
用
さ
れ
る
。
た
だ
し

廃
油
処
理
施
設
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
港
に
入
港
す
る
た
め
に
当
該
港
に
向
っ
て
航
行
中
の
場
合
に
は
こ
の
禁
止
は
適
用
さ
れ
な
い
。

但
し
次
の
船
舶
は
除
か
れ
る
（
二
条
一
項
固
ー
固
）

(1) 

第
一
は
タ
ン
カ
ー

（
一

本
条
約
の

（
旧
海
水
油
濁
防
止
法
第
七
条
一
項
五
号
お
よ
び
昭
和
四

（
四
十
二
年
の
旧
海
水
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(a) 

る
た
め
の
油
ま
た
は
油
性
混
合
物
の
排
出
。

船
舶
も
し
く
は
積
荷
の
損
傷

(
d
a
m
a
g
e
)

を
防
止
し
、

濁
防
止
法
第
五
条
二
項
お
よ
び
三
項
な
ら
び
に
附
則
第
二
条
一
項
お
よ
び
二
項
参
照
）
。
そ
し
て
第
三
は
総
ト
ン
数
二
万
ト
ン
以
上
の
船
舶
で
あ

る
海
域
に
お
い
て
も
禁
止
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
特
別
の
事
情
に
よ
り
油
ま
た
は
油
性
混
合
物
を
船
内
に
保
留
す
る
こ
と
が
適
当
で
な
い

(
n
e
i
t
h
e
r
 
r
e
a
s
o
n
a
b
l
e
 
n
o
r
 
p
r
a
c
t
i
c
a
l
)

と
船
長
が
認
め
る
場
合
に
は
、
禁
止
海
域
の
外
に
お
い
て
排
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
旧

さ
て
、

こ
の
よ
う
に
条
約
第
三
条
に
よ
っ
て
船
舶
か
ら
の
油
ま
た
は
油
性
混
合
物
の
排
出
が
一
定
海
域
に
お
い
て
禁
止
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
が
、

こ
の
第
三
条
の
原
則
に
対
し
て
、
第
四
条
お
よ
び
第
五
条
で
例
外
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

第
五
条
の
規
定
は
、
船
舶
の
ビ
ル
ジ
か
ら
の
油
性
混
合
物
の
排
出
、

い
わ
ゆ
る
ビ
ル
ジ
の
排
出
に
関
す
る
も
の
で
、
条
約
が
効
力
を

生
じ
た
日
か
ら
一
年
を
経
過
す
る
ま
で
は
第
三
条
は
適
用
さ
れ
ず
（
五
条
国
号
）
、

場
所
か
ら
流
出
し
た
潤
滑
油

(
l
u
b
r
i
c
a
t
i
n
g

oil 
w
h
i
c
h
 h
a
s
 
d
r
a
i
n
e
d
 
o
r
 l
e
a
k
e
d
)
 

第
四
条
の
規
定
は
、
昭
和
四
十
二
年
の
「
船
舶
の
油
に
よ
る
海
水
の
汚
濁
の
防
止
に
関
す
る
法
律
」

第
一
項
一
号
、
二
号
お
よ
び
三
号
の
規
定
と
な
っ
て
現
わ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。

第
三
条
の
排
出
の
禁
止
は
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
場
合
に
は
適
用
さ
れ
な
い
。

船
舶
の
安
全
を
確
保
し
、

い
る
（
五
条
⑮
号
）

（
旧
海
水
油
濁
防
止
法
第
七
条
一
項
四
号
参
照
）
。

海
水
油
濁
防
止
法
第
六
条
一
項
お
よ
び
二
項
参
照
）
。

っ
て
条
約
が
効
力
を
生
ず
る
日
以
後
に
建
設
契
約
が
結
ば
れ
た
も
の

（
三
条
c
号
）

ま
た
は
海
上
に
お
い
て
人
命
を
救
助
す

（
旧
海
水
油
濁
防
止
法
）
第
七
条

を
含
ま
な
い
ビ
ル
ジ
の
排
出
は
認
め
ら
れ
て

一
年
を
経
過
し
た
後
も
、

船
舶
の
機
関
室
以
外
の

で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
船
舶
か
ら
の
排
出
は
い
か
な
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(c) (b） 

油
に
よ
る
海
洋
汚
染
の
防
止
と
国
際
法

(3) 船
舶
の
損
傷
そ
の
他
不
可
避
な
漏
れ

(
u
n
a
v
o
i
d
a
b
l
e
l
e
a
k
a
g
e
)

か
ら
生
ず
る
油
ま
た
は
油
性
混
合
物
の
漏
出

(
e
s
c
a
p
e

o
f
 
oil 
o
r
 
o
f
 
oily 
m
i
x
t
u
r
e
)

。
ャ
」
や
」
ー
し
、
垣
生
儡
唸
か
印
〗
こ

h
ノ
‘

船
舶
の
使
用
す
る
重
油
ま
た
は
潤
滑
油
の
清
浄
化
(
t
h
e
p
u
r
i
f
i
c
a
t
i
o
n
 o
r
 clarification)
に
よ
り
生
ず
る
残
留
物
(
r
e
s
i
d
u
e
)

の
排
出
。
た
だ
し
、

第
二
条
に
よ
り
「
日
本
工
業
規
格
K
ニ
ニ

0
五

漏
れ
を
発
見
し
た
の
ち
、

こ
の
場
合
の
排
出
は
、
陸
岸
か
ら
で
き
る
か
ぎ
り
離
れ
て
行
な
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
油
お
よ
び
油
性
混
合
物
」
の
定
義
と
「
禁
止
海
域
」
の
設
定

六
二
年
改
正
条
約
で
い
う
「
油
」
と
は
、
原
油

(
c
r
u
d
e
oil)

燃
料
油

(fuel
oil)
重
デ
ィ
ー
ゼ
ル
油
(
h
e
a
v
y
d
i
e
s
e
l
 
oil) 

お
よ
び
潤
滑
油

(
l
u
b
r
i
c
a
t
i
n
g
oil)

を
い
う
。
わ
が
国
の
法
律
は
、
旧
海
水
油
濁
防
止
法
（
第
二
条
）
が
「
原
油
、
重
油
（
運
輸
省
令

で
定
め
る
重
デ
ィ
ー
ゼ
ル
油
を
含
む
…
…
）
及
び
潤
滑
油
…
…
」
と
し
、
海
洋
汚
染
防
止
法
（
第
三
条
）

め
る
重
油
及
び
潤
滑
油
…
…
」
と
す
る
が
、

二
十
三
日
運
輸
省
令
第
三
十
八
号
）

こ
れ
は
わ
が
国
で
は
「
重
油
」
と
は
、
海
洋
汚
染
防
止
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
六
月

と
、
こ
れ
以
外
の
重
油
で
「
日
本
工
業
規
格
K
ニ
ニ
五
四
（
石
油
製
品
蒸
留
試
験
方
法
）
に
よ
り
試
験
し
た
と
き
に
〔
尚
、

改
正
条
約
第
一
条
一
項
の
文
言
に
よ
れ
ば

w
h
e
n
tested 
b
y
 A. S. 
T. M
.
 S
t
a
n
d
a
r
d
 M
e
t
h
o
d
 D. 8
6
/
5
9

筆
者
〕
摂
氏
三
百
四
十
度
以
上
の
温

度
で
体
積
の
五
十
。
ハ
ー
セ
ン
ト
を
こ
え
る
量
が
蒸
留
さ
れ
る
重
油
以
外
の
重
油
」
つ
ま
り

h
e
a
v
y
d
i
e
s
e
l
 
oil

で
あ
る
船
舶
用
デ
ィ
ー

ゼ
ル
油

(
m
a
r
i
n
e
d
i
e
s
e
l
 
oil)

の
双
方
に
つ
い
て
言
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
（
旧
海
水
油
濁
防
止
法
の
下
で
も
こ
の
事
情
は
変
ら
な
い
。
旧
海

水
油
濁
防
止
法
施
行
規
則
〔
昭
和
四
十
二
年
八
月
三
十
一
日
運
輸
省
令
六
十
六
号
〕
第
二
条
参
照
）
。

せ
る
た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る
合
理
的
な
措
置
を
と
っ
た
場
合
に
限
る
。

（
重
油
）
に
適
合
す
る
重
油
」
つ
ま
り

(fuel
oil) 

漏
出
を
防
止
し
、

が
「
原
油
、

一
九
六
二
年

運
輸
省
令
で
定

ま
た
は
減
少
さ
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油
を
燃
料
と
し
て
使
用
す
る
す
べ
て
の
船
舶
お
よ
び
す
べ
て
の
タ
ン
カ
ー
は
油
記
録
簿
を
船
舶
内
に
備
え
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（
第
九
条
一
項
お
よ
び
四
項
）
。

(1) 

ア
ゾ
フ
海
お
よ
び
ソ
連
の
黒
海
に
臨
む
海
岸
の
基
線
か
ら
百
カ
イ
リ
以
内
の
海
域
が
禁
止
海
域
と
な
っ
た
。

記
録
簿
の
検
査
（
第
九
条
）
お
よ
び
違
反
（
第
三
条
と
第
九
条
の
違
反
）
に
対
す
る
処
罰
で
あ
る
（
第
六
条
）
。

条
約
の
実
施
を
容
易
に
す
る
た
め
に
条
約
が
規
定
す
る
手
段
は
、
油
記
録
簿

条
約
に
、

政
令
」

(4) 

そ
し
て
、

（
一
九
五
八
年
の
領
海
及
び
接
続
水
域
に
関
す
る
条
約
に
い
う
基
線
）
か
ら
五
〇
カ
イ
リ
以
内
の
す
べ
て
の
海
域
で
あ
る
。

（
昭
和
四
十
二
年
十
一
月
九
日
政
令
第
三
百
四
十
三
号
）

第
二
は
、
わ
が
国
の
政
令
「
船
舶
の
油
に
よ
る
海
水
の
汚
濁
の
防
止
に
関
す
る
法
律
第
五
条
第
一
項
第
二
号
の
沿
岸
海
域
を
定
め
る

(
2
)
 

が
別
表
で
掲
げ
る
海
域
と
同
じ
で
あ
る
。

一
九
六
九
年
九
月
三
日
に
加
入
し
た
の
で
、
条
約
附
属
書
A
図
⑭
の
「
黒
海
及
び
ア
ゾ
フ
海
」
海
域
に
関
す
る
規
定
に
よ
り

履
行
の
確
保
の
手
段

油
記
録
簿
の
備
え
付
け

第
一
は
、
基
線

油
記
録
簿
は
最
後
の
記
載
を
し
た
日
か
ら
二
年
間
船
舶
内
に
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

「
禁
止
海
域
」
は
条
約
附
属
書
A
に
規
定
さ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。

お
よ
び
海
洋
汚
染
防
止
法
第
三
条
一
号
）
。

(

O

i

l

 

R
e
c
o
r
d
 B
o
o
k
)
 

尚
、
わ
が
国
の
法
律
は
、
条
約
に
い
う
「
油
お
よ
び
油
性
混
合
物
」
の
こ
と
を
単
に

の
備
え
付
け
の
義
務
化
と
油

た
だ
し
、

ソ
連
は
六
二
年
改
正

「
油
」
と
い
う
（
旧
海
水
油
濁
防
止
法
第
二
条
一
項

従
っ
て
「
油
性
」
(
o
i
l
y
)

と
い
う
の
も
「
油
」
の
定
義
に
応
じ
て
解
釈
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
「
油
性
混
合
物
」
と
い
う
の

は
、
こ
れ
ら
の
油
の
含
有
量
が
一
万
立
方
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
に
つ
き
一
立
方
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
混
合
物
の
こ
と
を
い
う
。
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い
づ
れ
の
締
約
国
も
、

る
。
た
だ
し
当
該
船
舶
が
そ
の
締
約
国
領
域
内
の
港
内
に
あ
り
、
か
つ
当
局
の
行
動
が
迅
速
に
行
な
わ
れ
当
該
船
舶
の
航
行
を
遅
ら
せ

な
い
こ
と
を
要
す
る
。
権
限
あ
る
当
局
は
、
油
記
録
簿
の
記
載
事
項
の
写
し
を
作
成
し
、

に
対
し
て
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
て
作
成
さ
れ
た
写
し
は
司
法
手
続
に
お
い
て
記
載
の
中
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
事
実
の
証
拠

(
e
v
i
d
e
n
c
e
 
o
f
 t
h
e
 
facts 
s
t
a
t
e
d
 
i
n
 
t
h
e
 
entry)...¥J _
)
て
幸
m
f谷
大
)
わ
い
る
。

（口） ⑤
事
故
そ
の
他
の
例
外
的
理
由
に
よ
る
油
の
排
出
ま
た
は
漏
出

田
タ
ン
カ
ー
以
外
の
船
舶
の
燃
料
油
タ
ン
ク
そ
の
他
か
ら
の
油
性
残
留
物
の
処
分

(e) (d) (b） (a) 

油
に
よ
る
海
洋
汚
染
の
防
止
と
国
際
法

（
同
四
項
）

こ
の
油
記
録
簿
に
は
、
当
該
船
舶
に
お
い
て
次
の
作
業
が
行
な
わ
れ
た
と
き
は
、

（
九
条
二
項
）
。

そ
の
つ
ど
、
記
載
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

タ
ン
カ
ー
の
貨
物
油
タ
ン
ク
ヘ
の
バ
ラ
ス
ト
の
積
込
み
お
よ
び
よ
ご
れ
た
バ
ラ
ス
ト
の
排
出

タ
ン
カ
ー
の
貨
物
油
タ
ン
ク
の
洗
浄

タ
ン
カ
ー
の
ス
ロ
ッ
プ
・
タ
ン
ク
そ
の
他
か
ら
の
油
の
残
留
物

(oil
r
e
s
i
d
u
e
s
)
 
の
処
分

タ
ン
カ
ー
以
外
の
船
舶
の
燃
料
油
タ
ン
ク
ヘ
の
バ
ラ
ス
ト
の
積
込
み
又
は
燃
料
油
タ
ン
ク
の
航
海
中
の
洗
浄

検
査
（
九
条
五
項
）そ

の
権
限
あ
る
当
局
に
こ
の
油
記
録
簿
を
い
ず
れ
の
船
舶
の
船
内
に
お
い
て
も
検
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

c
タ
ン
カ
ー
の
ス
ロ
ッ
。
フ
・
タ
ン
ク
に
お
け
る
セ
ト
リ
ン
グ
お
よ
び
水
の
排
出

（
旧
海
水
油
濁
防
止
法
第
九
条
一
項
、
二
項
お
よ
び
三
項
参
照
）
。

そ
の
写
し
が
真
正
で
あ
る
旨
の
証
明
を
船
長
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B
、
一
九
六
九
年
改
正
条
約

す
る
手
続
を
と
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
(
+
条
）
。

二
条
一
項
参
照
、
前
述
）

の
法
律
に
よ
っ
て
処
罰
さ
れ
る
。
領
海
の
外
で
の
不
法
排
出
に
科
す
べ
き
罰
は
、

ら
せ
る
に
十
分
な
ほ
ど
厳
し
く
、
少
く
と
も
領
海
内
で
の
同
じ
違
反
に
対
す
る
罰
と
同
じ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
わ
が
国
の
場
合
、

旧
海
水
油
濁
防
止
法
に
よ
れ
ば
、
条
約
第
三
条
違
反
の
場
合
「
三
月
以
下
の
懲
役
又
は
十
万
円
以
下
の
罰
金
」

条
約
第
九
条
違
反
の
場
合
「
一
万
円
以
下
の
罰
金
」

に
よ
れ
ば
、
前
者
の
場
合
「
六
月
以
下
の
懲
役
又
は
二
十
万
円
以
下
の
罰
金
」
で
あ
り
、
後
者
の
場
合
は
「
五
万
円
以
下
の
罰
金
」
で
あ
る
）
。

処
罰
は
こ
の
よ
う
に
当
該
船
舶
に
関
係
あ
る
領
域
の
法
律
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
他
の
締
約
国
政
府
は
、
当
該
船
舶

の
条
約
違
反
に
つ
い
て
の
証
拠
の
細
目
を
書
面
に
よ
っ
て
、
当
該
船
舶
の
関
係
領
域
の
政
府
に
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
、

報
を
受
け
た
政
府
は
、
訴
訟
を
維
持
す
る
に
十
分
な
証
拠
が
利
用
可
能
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
に
は
、
船
舶
所
有
者
ま
た
は
船
長
に
対

一
九
六
二
年
改
正
条
約
の
主
要
な
枠
組
は
以
上
述
べ
て
き
た
と
こ
ろ
で
明
ら
か
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

(
3
)
 

し
く
評
価
す
る
に
は
、
ブ
ラ
ウ
ン
の
言
う
よ
う
に
、
汚
染
の
原
因
の
分
析
や
タ
ン
カ
ー
業
界
の
実
行
の
最
近
の
発
展
を
見
る
必
要
が
あ

り、

A
C
l
e
a
n
S
e
a
s
 C
o
d
e►
や
そ
の
一
部
を
な
す
ロ
ッ
ト
・
シ
ス
テ
ム

て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
本
稿
で
は
、
六
九
年
改
正
条
約
が
未
発
効
の
こ
と
で
も
あ
り
、
主
要
な
改
正
点
に
の
み
触
れ

油
の
排
出
に
関
す
る
禁
止

り
罰
則
（
第
六
条
）

（
第
三
条
）

（
同
第
三
十
九
条
）

で
あ
っ
た

に
つ
い
て
触
れ

一
九
六
九
年
の
改
正
を
正

お
よ
び
油
記
録
簿
備
え
付
け
義
務
（
第
九
条
）
の
違
反
は
、
当
該
船
舶
に
関
係
あ
る
領
域
（
第

こ
う
し
た
排
出
を
思
い
止
ま

（
尚
、
海
洋
汚
染
防
止
法
第
五
十
五
条
お
よ
び
五
十
八
条

(
t
h
e
 
L
o
a
d
'
o
n
,
T
o
p
〔

L

゜T〕S
酒
百

m)

こ
う
し
た
通

（
同
法
第
三
十
六
条
）
、
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(a) 

油
に
よ
る
海
洋
汚
染
の
防
止
と
国
際
法

．
 

•1 •1 •1 

水
バ
ラ
ス
ト
の
排
出
の
完
了
時
ま
で
の
間
）

．
 

•1 •1 

．
 

•1 

当
該
船
舶
の
バ
ラ
ス
ト
航
海
中

(a
ballast 
v
o
y
a
g
e
)
 

当
該
船
舶
の
航
行
中
に
行
な
わ
れ
、

水
油
濁
防
止
法
第
二
条
一
項
か
ら
六
九
年
改
正
条
約
を
基
礎
に
し
た
海
洋
汚
染
防
止
法
第
三
条
一
号
へ
の
変
化
の
中
に
見
ら
れ
る
通
り

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
油
性
混
合
物
と
は
、
原
油
、
燃
料
油
、
重
デ
ィ
ー
ゼ
ル
油
お
よ
び
潤
滑
油
を
含
む
混
合
物
を
意
味
し
、

第
二
は
、
第
三
条
の
改
正
で
あ
る
。
六
二
年
改
正
条
約
で
の
排
出
の
禁
止
は
、
船
舶
の
種
類
に
よ
っ
て
異
な
る
扱
い
が
な
さ
れ
て
お

り
、
船
舶
を
三
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
け
て
い
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
六
九
年
の
改
正
は
こ
の
点
を
改
め
、

ー
と
タ
ン
カ
ー
以
外
の
船
舶
に
二
分
し
、
二
万
ト
ン
以
上
の
船
舶
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
廃
止
し
、
規
制
を
よ
り
厳
し
く
し
た
こ
と
で

従
っ
て
、
六
九
年
改
正
条
約
に
よ
れ
ば
、
油
お
よ
び
油
性
混
合
物
の
排
出
は
、

禁
止
さ
れ
る
。

あ
る
。
そ
し
て
、
禁
止
海
域
を
定
め
る
附
属
書
A
が
削
除
さ
れ
た
。

合
物
に
お
け
る
油
の
含
有
量
を
問
題
と
し
な
い
。

第
一
は
、

（
当
該
船
舶
の
貨
物
愉
へ
の
水
バ
ラ
ス
ト
の
積
込
み
の
開
始
時
か
ら
当
該

「
油
性
混
合
物
」
の
定
義
が
変
化
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
六
二
年
改
正
条
約
を
基
礎
に
し
て
い
た
わ
が
国
の
旧
海

タ
ン
カ
ー
の
場
合

い
か
な
る
海
域
に
お
い
て
も
、
次
の
場
合
を
除
き
、

領
海
の
基
線
か
ら
五
〇
カ
イ
リ
を
こ
え
る
海
域
に
お
い
て
行
な
わ
れ
る
こ
と
、
ま
た

て
お
き
た
い
。

そ
の
混

タ
ン
カ

に
お
い
て
排
出
さ
れ
る
総
量
が
当
該
船
舶
の
総
貨
物
舘
積
載
容
積

(total
c
a
r
g
o
,
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．
 

•1 
.
1
 

•1 (b） 

．
 

•1 •1 

．
 

•1 

リ
あ
た
り
六

0
リ
ッ
ト
ル
以
下
で
あ
り
、

て
い
る
。 タ

ン
カ
ー
以
外
の
船
舶
の
場
合

六
二
年
改
正
条
約
の
場
合
は
、
既
述
の
と
お
り
、
当
該
国
に
関
し
て
効
力
を
生
じ
た
日
か
ら
三
年
を
経
過
し
た
後
に
タ
ン
カ
ー

以
外
の
船
舶
に
も
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
（
日
本
船
舶
に
関
し
て
い
え
ば
、

用
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
て
後
も
、
廃
油
処
理
施
設
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
港
に
向
っ
て
航
行
中
の
場
合
に
は
排
出
禁
止
は
適
用

さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

. 
lV. 

を
当
該
時
点
に
お
け
る
ノ
ッ
ト
に
よ
る
船
舶
の
速
力
で
除
し
た
も
の
。
海
洋
汚
染
防
止
法
第
四
条
二
項
二
号
に
よ
る
。
筆
者
）
が
一
カ
イ

＜
 当

該
船
舶
の
航
行
中
に
行
な
わ
れ
、

タ
ン
カ
ー
以
外
の
船
舶
と
同
じ
条
件
で
、
機
関
室
の
ビ
ル
ジ

c
a
r
r
y
i
n
g
 
c
a
p
a
c
i
t
y
)

の
一
万
五
千
分
の
一
以
下
で
あ
り
、

（
あ
る
時
点
に
お
け
る
リ
ッ
ト
ル
毎
時
に
よ
る
油
分
の
排
出
速
度

排
出
率

(
t
h
e
r
a
t
e
 
of 
d
i
s
c
h
a
r
g
e
)

が
一
カ
イ
リ
あ
た
り
六

OIJ
ッ
ト
ル
以
下
で
あ
る
こ
と

ま
た
は
排
出
が
十
分
に
洗
浄
さ
れ
た
タ
ン
ク
か
ら
の
バ
ラ
ス
ト
で
な
っ
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
油
ま
た
は
油
性
混
合
物

(
m
a
c
h
i
n
e
r
y
 s
p
a
c
e
 
b
i
l
g
e
s
)

か
ら
排
出
さ
れ
る
場
合
を
除

瞬
間
排
出
率

(
t
h
e
i
n
s
t
a
n
t
a
n
e
o
u
s
 
rate 
of 
d
i
s
c
h
a
r
g
e
)
 

一
九
七

0
年
十
一
月
以
降
）
。
そ
し
て
条
約
の
適

こ
の
点
で
も
規
制
は
厳
し
さ
を
加
え
た
。
す
べ
て
の
排
出
は
、
次
の
場
合
を
除
く
ほ
か
、
禁
止
さ
れ

油
分

(oil

c
o
n
t
e
n
t
)

が
排
出
さ
れ
る
油
一
万
立
方
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
当
た
り
一
立
方
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ
り
、
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油
に
よ
る
海
洋
汚
染
の
防
止
と
国
際
法

し
か
し
、

[
_
 

カ

ナ

ダ

西

部

海

域

一

北
西
大
西
洋
海
域
北
緯
三
十
八
度
四
十
七
分
西
経
七
十
三
度
四
十
三
分
の
地
点
か
ら
北
緯
三
十
九
度
五
十
分
西
経
六
十
八

度
三
十
四
分
の
地
点
ま
で
引
い
た
線
、
同
地
点
か
ら
北
緯
四
十
二
度
五
分
西
経
六
十
四
度
三
十
七
分
の

地
点
ま
で
引
い
た
線
及
び
カ
ナ
ダ
の
東
海
岸
の
基
線
か
ら
百
海
里
の
距
離
に
引
い
た
線
の
内
側
の
海
域

9

,

＇ 

ア
イ
ス
ラ
ン
ド
海
域
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
海
岸
の
基
線
か
ら
百
海
里
以
内
の
海
域

＇ . 
lV. 

海

域

名

処
理
す
る
こ
と
を
こ
そ
考
え
ね
ば
な
る
ま
い
。

こ
う
し
た
排
出
が
陸
岸
か
ら
で
き
る
限
り
離
れ
て
行
な
わ
れ
る
場
合

以
上
み
る
よ
う
に
、
海
洋
環
境
を
保
全
す
る
た
め
の
国
際
的
規
制
は
一
段
と
進
ん
だ
と
い
え
よ
う
。
わ
が
国
の
海
洋
汚
染
防
止
法
が

六
九
年
改
正
条
約
を
全
面
的
に
と
り
入
れ
た
こ
と
は
評
価
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、

い
。
六
九
年
改
正
条
約
は
、
六
二
年
改
正
条
約
の
油
の
含
有
率
と
か
禁
止
海
域
と
い
う
考
え
を
否
定
し
、
油
分

(oil

c
o
n
t
e
n
t
)

と
か

瞬
間
排
出
率

(
i
n
s
t
a
n
t
a
n
e
o
u
s
r
a
t
e
 
o
f
 
d
i
s
c
h
a
r
g
e
)

と
い
う
考
え
を
持
ち
込
ん
だ
。

い
く
ら
薄
め
て
も
絶
対
量
が
同
じ
で
あ
れ
ば
、
汚
染
と
い
う
結
果
は
同
じ
で
あ
り
、

浮
ぶ
タ
ン
カ
ー
が
増
え
れ
ば
、

そ
し
て

カ
ナ
ダ
の
西
海
岸
の
基
線
か
ら
百
海
里
以
内
の
海
域

海

域

の

範

囲

―
つ
だ
け
問
題
点
を
指
摘
し
て
お
き
た

ペ
ル
シ
ャ
湾
か
ら
日
本
に
至
る
海
域
に

そ
れ
に
応
じ
て
絶
対
量
も
増
え
、
汚
染
は
進
む
。
従
っ
て
、
薄
め
て
捨
て
る
の
で
は
な
く
、
濃
く
し
て

(
1
)
B
r
i
t
i
s
h
 S
h
i
p
p
i
n
g
 L
a
w
s
,
 V
o
l
.
 
8
.
 

p
p
.
 
1
1
5
7
1
5
8
 ~
、
冬
念
加
の
テ
キ
ス
ト
に
は
、I
d
.
,pp.
 
1
1
6
2ー

1
1
8
2

を
用
い
た
。

(
2
)
昭
和
四
十
二
年
十
一
月
九
日
の
政
令
第
三
百
四
十
三
号
が
掲
げ
る
別
表
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 規

制
が
よ
り
精
緻
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。
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(
3
)
B
r
o
w
n
,
 o
p
 c
i
t
.
,
 

p. 
1
3
5
 

： 

地 I

！ 

域

名 I
j 

」

ノ
ー
ル
ウ
ェ
ー
、
北
海
、
バ

ル
テ
ィ
ッ
ク
海
、
北
東
大
西

洋
、
ス
ペ
イ
ン
及
び
ポ
ル
ト

ガ
ル
海
域

の

範

囲

ノ
ー
ル
ウ
ェ
ー
ー
の
海
岸
の
基
線
か
ら
百
海
里
の
距
離
に
引
い
た
線
、
北
緯
六
十
二
度
東
経
二
度
の
地
点

か
ら
北
緯
六
十
四
度
経
度
零
の
地
点
ま
で
引
い
た
線
、
同
地
点
か
ら
北
緯
六
十
四
度
西
経
十
度
の
地
点

ま
で
引
い
た
線
、
同
地
点
か
ら
北
緯
六
十
度
西
経
十
四
度
の
地
点
ま
で
引
い
た
線
、
同
地
点
か
ら
北
緯

五
十
四
度
三
十
分
西
経
三
十
度
の
地
点
ま
で
引
い
た
線
、
同
地
点
か
ら
北
緯
五
十
三
度
西
経
四
十
度
の

地
点
ま
で
引
い
た
線
、
同
地
点
か
ら
北
緯
四
十
四
度
二
十
分
西
経
四
十
度
の
地
点
ま
で
引
い
た
線
、
同

地
点
か
ら
北
緯
四
十
四
度
二
十
分
西
経
三
十
度
の
地
点
ま
で
引
い
た
線
、
同
地
点
か
ら
北
緯
四
十
六
度

西
経
二
十
度
の
地
点
ま
で
引
い
た
線
、
同
地
点
か
ら
フ
ィ
ニ
ス
テ
ー
ル
岬
ま
で
引
い
た
線
並
び
に
ス
ペ

イ
ン
の
大
西
洋
に
臨
む
海
岸
及
び
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
海
岸
の
基
線
か
ら
百
海
里
の
距
離
に
引
い
た
線
の
内

側
の
海
域

地
中
海
及
び
ア
ド
リ
ア
海
域
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
、
ギ
リ
シ
ャ
、
イ
ス
ラ
エ
ル
、
イ
タ
リ
ア
、
レ
バ
ノ
ン
、
ス
ペ
イ
ン
及
び

ア
ラ
ブ
連
合
共
和
国
の
地
中
海
又
は
ア
ド
リ
ア
海
に
臨
む
海
岸
の
基
線
か
ら
百
海
里
以
内
の
海
域

紅
海
海
域
イ
ス
ラ
エ
ル
、
ジ
ョ
ル
ダ
ン
及
び
ア
ラ
ブ
連
合
共
和
国
の
紅
海
に
臨
む
海
岸
の
基
線
か
ら
百
海
里
以
内

の
海
域

ク
ウ
ェ
イ
ト
海
域
ク
ウ
ェ
イ
ト
の
海
岸
の
基
線
か
ら
百
海
里
以
内
の
海
域

9
,
1
,

．,' 

マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
の
海
域
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
の
海
岸
の
詰
線
か
ら
百
海
里
以
内
の
海
域
（
北
は
ア
ン
ブ
ル
岬
を
通
る
子
午
線
以
西
、

南
は
セ
ン
ト
・
マ
リ
ー
岬
を
通
る
子
午
線
以
西
の
部
分
に
限
る
。
）
及
び
マ
ダ
カ
ス
カ
ル
の
海
岸
の
基

線
か
ら
百
五
十
海
里
以
内
の
海
域
（
北
は
ア
ン
ブ
ル
岬
を
通
る
子
午
線
以
東
、
南
は
セ
ン
ト
・
マ
リ
ー

岬
を
通
る
子
午
線
以
東
の
部
分
に
限
る
）

'

,

＇

，

1

,

’

'

,

9

ー

'

,

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
海
域
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
海
岸
の
基
線
か
ら
百
五
十
海
里
以
内
の
海
域
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
本
土
の
海
岸
の

木
曜
島
と
向
か
い
合
う
地
点
を
通
る
子
午
線
以
西
、
か
つ
、
西
海
岸
と
南
緯
二
十
度
の
線
と
の
交
点
の

う
ち
最
も
東
の
地
点
を
通
る
子
午
線
以
東
の
北
海
岸
及
び
西
海
岸
の
沖
合
の
部
分
を
除
く
。
）

海

i 
l 

＇ 

域＇
I 

l 

＇ 
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五 四

油
に
よ
る
海
洋
汚
染
の
防
止
と
国
際
法

事
件
の
概
要
と
問
題
点

事
件
に
つ
い
て
は
種
々
の
機
関
か
ら
い
ろ
い
ろ
の
文
書
が
出
さ
れ
、
多
方
面
に
お
い
て
検
討
さ
れ
た
の
で
周
知
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、

以
下
に
イ
ギ
リ
ス
政
府
が

I
M
C
0
理
事
会
に
提
出
し
た
「
ト
リ
ー
・
キ
ャ
ニ
オ
ン
号
事
件
か
ら
得
ら
れ
る
教
訓
」
(
L
e
s
s
o
n
s
arising 

(
1
)
 

f
r
o
m
 t
h
e
 
I
n
c
i
d
e
n
t
 
of 
t
h
e
T
o
r
r
e
y
 C
a
n
y
o
n
)

と
臨
g

ナ
フ
る
晋
-
拿
白
の
中
＇
か
ら
＾
ハ
事
件
＞
の
部
分
を
抜
き
出
し
て
お
こ
う
。

航
行
中
で
あ
っ
た
と
信
ぜ
ら
れ
る
。

に
到
達
し
は
じ
め
、

1
0
0
マ
イ
ル
に
わ
た
る
海
岸
線
が
被
害
を
受

T
o
r
r
e
y
 C
a
n
y
o
n
号
は

Scilly
島
と

L
a
n
d
s
E
n
d
の
間
の

S
e
v
e
n

油
に
よ
る
汚
濁
の
危
険
が
世
界
で
も
前
例
を
み
な
い
程
大
規
模
な
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
直
ち
に
明
ら
か
で
あ
っ

た
。
最
終
的
に
は
五
三
隻
に
の
ぼ
る
英
国
海
軍
艦
艇
と
チ
ャ
ー
タ
ー
さ
れ
た
船
が
、
流
出
し
た
油
を
消
散
さ
せ
る
た
め
に
洗
浄
剤

を
撒
布
す
る
継
続
的
作
業
を
開
始
し
た
。

三
日
間
は
波
が
高
か
っ
た
た
め
、
検
査
に
必
要
な
器
材
を
搬
入
す
る
た
め
に
舟
艇
を
横
づ
け
す
る
こ
と
が
危
険
で
あ
っ
た
。
し

か
し
、
三
月
二

0
日
（
月
）
に
至
っ
て
、
約
三
万
ト
ン
の
油
が
海
上
に
流
れ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

三
月
二
十
五
日
（
土
）
に
、
油
は

C
o
r
n
i
s
h
B
e
a
c
h
e
s
 

同
船
は
十
一
万
七

0
0
0
ト
ン
の
原
油
を
積
ん
で

M
i
f
o
r
d
H
a
v
e
n

に
向
っ
て
お
り
、
座
礁
し
た
時
に
は
約
十
七
ノ
ッ
ト
で

S
t
o
n
e
s
礁
に
乗
り
上
げ
た
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

一
九
六
七
年
三
月
十
八
日
（
土
）
午
前
九
時
十
一
分
、

A
 
ト
リ
ー
・
キ
ャ
ニ
オ
ン
号
事
件
(
-
九
六
七
）
と
慣
習
国
際
法
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こ
れ
ら
の
作
業
を
行
な
う
間
、
政
府
は
船
内
及
び
海
上
に
あ
る
油
に
着
火
す
る
各
種
の
方
法
そ
の
他
こ
れ
を
処
理
す
べ
き
種
々

の
方
法
を
検
討
し
た
。
こ
れ
ら
の
方
法
の
中
に
は
、
麦
わ
ら
と
ひ
る
石

v
e
r
m
i
c
u
l
i
t
e

の
ご
と
き
材
料
を
用
い
て
油
を
吸
収
す
る

こ
と
の
可
能
性
及
び
凝
結
剤
に
よ
り
油
を
沈
め
る
こ
と
の
可
能
性
が
含
ま
れ
て
い
る
。
い
か
な
る
場
合
に
も
、
油
の
み
な
ら
ず
油

を
消
散
さ
せ
る
方
法
が
魚
類
そ
の
他
の
海
洋
生
物
に
与
え
る
影
響
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
関
係
当
局
は
ま
た
、
油
を
同
船

の
近
辺
に
封
じ
込
め
、

被
害
を
受
け
る
お
そ
れ
の
あ
る
海
域
の
。
ハ
ト
ロ
ー
ル
の
た
め
に
フ
ラ
ン
ス
政
府
当
局
と
の
協
力
関
係
が
確
立
さ
れ
、
水
上
及
び

海
岸
に
お
け
る
油
の
処
理
方
法
に
関
す
る
技
術
的
情
報
が
フ
ラ
ン
ス
の
専
門
家
に
提
出
さ
れ
た
」

ト
リ
ー
・
キ
ャ
ニ
オ
ン
号
は
、
リ
ベ
リ
ア
船
籍
の
十
一
万
八
二
八
五
重
量
ト
ン
の
タ
ン
カ
ー
で

B
a
r
r
a
c
u
d
a
T
a
n
k
e
r
 

i
o
n

所
有
、

U
n
i
o
n
Oil 
C
o
.
 
of 
C
a
l
i
f
o
r
n
i
a

に
長
期
裸
傭
船
さ
れ
、

エ
ー
ト
産
原
油
を
満
載
し
て
ペ
ル
シ
ャ
湾
よ
り
イ
ギ
リ
ス
に
向
け
航
行
中
で
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

さ
て
、

八 七 六

こ
の
事
件
は
国
際
法
に
ど
の
よ
う
な
問
題
を
も
た
ら
し
た
か
。
さ
き
の
英
国
の
覚
書
は
八
必
要
と
さ
れ
る
国
際
法
の
修
正
＞

め
に
爆
撃
さ
れ
た
。

三
月
二
十
六
日
（
日
）
の
夜
、
高
波
と
強
風
の
た
め
同
船
は
竜
骨
を
破
損
し
、

し
た
。
三
月
二
十
七
日
（
月
）
、
英
国
政
府
は
、
同
船
又
は
そ
の
一
部
を
曳
航
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
油
濁
を
最
少
限
に
食
い
と
め

る
望
み
は
棄
て
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
決
定
し
た
。
こ
れ
に
続
く
数
日
間
、
同
船
は
船
内
に
残
っ
て
い
る
油
に
着
火
す
る
た

け
た
。

さ
ら
に
推
定
約
三
万
ト
ン
の
油
を
海
上
に
流
出

さ
ら
に
防
材
を
使
用
し
て
油
を
港
や
入
江
か
ら
閉
め
出
す
計
画
を
た
て
た
。

C
o
r
p
o
r
a
t
,
 

B
r
i
t
i
s
h
 
P
e
t
r
o
l
e
u
m
 
C
o
.
 
L
t
d
.

に
一
航
海
傭
船
さ
れ
、

ク



一胡一

油
に
よ
る
海
洋
汚
染
の
防
止
と
国
際
法

B
 u
自

衛

＇， 

条
約
を
理
解
す
る
上
に
必
要
で
あ
ろ
う
。

い
て
簡
単
に
説
明
を
加
え
て
お
く
こ
と
が
、

つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
」

T
o
r
r
e
y
 C
a
n
y
o
n
 
号
事
件
の
規
模
は
、
前
例
を
み
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
公
海
上
に
お
け
る
タ
ン
カ
ー
の
難
破
は
、

こ
れ
ま
で
は
、
公
海
に
境
を
接
す
る
沿
岸
に
こ
れ
ほ
ど
重
大
な
は
ね
返
り
を
与
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
か
か
る
事

項
に
関
す
る
国
際
法
は
、
船
舶
ま
た
は
そ
の
積
荷
に
直
接
の
利
害
関
係
を
有
し
な
い
が
、
当
該
船
舶
の
事
故
に
よ
り
そ
の
領
域
に

被
害
を
受
け
る
こ
と
あ
る
べ
き
国
の
利
益
を
充
分
考
慮
し
て
い
な
い
。
将
来
の
事
故
に
お
い
て
は
、
沿
岸
国
の
政
府
が
、
自
国
の

海
岸
を
汚
濁
か
ら
守
る
た
め
に
、
船
主
、

サ
ル
ベ
ー
ジ
業
者
、
保
険
会
社
、
さ
ら
に
は
当
該
船
舶
の
旗
国
政
府
の
権
利
す
ら
侵
害

す
る
か
も
知
れ
な
い
よ
う
な
措
置
を
と
り
た
い
と
望
む
こ
と
も
充
分
あ
り
え
よ
う
。
従
っ
て
英
国
政
府
は
、
沿
岸
国
が
か
か
る
場

合
に
国
際
法
上
い
か
な
る
権
利
を
有
し
て
い
る
か
ま
た
は
有
す
べ
き
で
あ
る
か
、
ま
た
か
か
る
権
利
は
い
か
に
実
行
す
べ
き
か
に

要
す
る
に
沿
岸
国
の
権
利
の
問
題
と
い
え
よ
う
。
と
こ
ろ
で
事
件
当
時
議
論
さ
れ
て
い
た
沿
岸
国
の
防
止
行
動
ま
た
は
保
護
行
動
の

主
た
る
根
拠
は
「
自
衛
」

「
緊
急
避
難
」
お
よ
び
「
接
続
水
域
に
お
け
る
沿
岸
国
の
権
利
」
の
三
つ
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
三
つ
に
つ

慣
習
国
際
法

一
九
六
九
年
の
海
水
汚
濁
損
害
に
関
す
る
法
律
会
議
が
採
択
し
た
公
法
条
約
お
よ
び
私
法

(
2
)
 

国
際
関
係
で
自
衛
と
い
う
言
葉
を
語
る
と
き
、
先
ず
触
れ
ら
れ
る
の
が
一
八
三
七
年
の
英
米
間
に
起
き
た
カ
ロ
ラ
イ
ン
号
事
件
で
あ

「
十
四
田

と
し
て
次
の
よ
う
に
言
う
。
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仰
，
緊
急
避
難

ー
オ
ン
号
事
件
に
関
し
て
自
衛
の
問
題
は
生
じ
え
な
い
。

は
、
油
ま
た
は
油
性
混
合
物
の
排
出
を
禁

り
、
ア
メ
リ
カ
の
国
務
長
官
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
か
ら
英
国
の
駐
米
公
使
フ
オ
ッ
ク
ス
宛
へ
の
書
簡
の
中
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
自
衛
権
発
動

の
要
件
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
「
目
前
に
差
迫
っ
た
重
大
な
自
衛
の
必
要
が
あ
り
、
手
段
の
選
択
の
余
裕
な
く
、
熟
慮
の
時
間
も
な

か
っ
た
こ
と
」

(
n
e
c
e
s
s
i
t
y
 
of 
self,defence, 
instant, 
o
v
e
r
w
h
e
l
m
i
n
g
,
 l
e
a
v
i
n
g
 
n
o
 c
h
o
i
c
e
 
of 
m
e
a
n
s
,
 a
n
d
 n
o
 m
o
m
e
n
t
 

(
8
)
 

for 
deli berijtion)
が
証
明
さ
れ
れ
ば
武
力
行
為
が
自
衛
の
た
め
の
も
の
と
し
て
正
当
化
さ
れ
る
。
こ
の
言
葉
が
ト
リ
ー
・
キ
ャ
ニ
オ

ン
号
事
件
当
時
多
く
引
か
れ
、

と
く
に
英
国
に
よ
る
同
船
の
爆
撃
を
正
当
化
す
る
た
め
に
引
か
れ
た
。
し
か
し
、
自
衛
と
い
う
の
は
、

定
の
実
力
を
行
使
し
う
る
権
利
を
さ
す
も
の
で
あ
る
、

広
い
意
味
で
は
、
外
国
か
ら
の
侵
害
に
対
し
て
、
自
国
を
防
衛
す
る
た
め
緊
急
の
必
要
が
あ
る
場
合
、
そ
れ
を
反
撃
す
る
た
め
に
、

、
、
、

と
今
日
一
般
に
考
え
ら
れ
て
お
り
、
違
法
な
作
為
又
は
不
作
為
に
対
し
て
向
け

ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
、
自
衛
の
原
則
は
ト
リ
ー
・
キ
ャ
ニ
オ
ン
号
事
件
に
は
無
関
係
な
も
の
と
い
え
よ
う
。
本
件

の
場
合
、
船
籍
国
JJ
ベ
リ
ア
は
違
法
に
行
動
し
た
と
は
思
え
な
い
し
、
船
舶
の
行
動
は
せ
い
ぜ
い
旗
国
の
国
内
法
に
よ
る
訴
追
の
原
因

と
な
る
過
失
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
前
述
し
た
海
水
油
濁
防
止
条
約
（
一
九
五
四
ー
一
九
六
九
）

ず
る
も
の
で
あ
っ
て
、
事
故
に
よ
る
汚
濁
に
は
適
用
は
な
く
、

の
で
あ
る
。
尚
、
付
言
す
れ
ば
、

い
ず
れ
に
し
ろ
、
既
述
の
と
お
り
、
刑
事
裁
判
権
は
旗
国
の
手
に
あ
る

(
4
)
 

リ
ベ
リ
ア
政
府
が
組
織
し
た
海
難
調
査
委
員
会
の
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
本
件
事
故
は
船
長
の
単
独
過

失
に
よ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、
同
報
告
書
は
船
長
免
状
の
取
消
を
勧
告
し
た
（
公
海
条
約
第
十
一
条
参
照
）
。

こ
の
よ
う
に
相
手
方
の
行
動
の
違
法
性
を
自
衛
権
の
考
え
方
は
前
提
と
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、

こ
の
意
味
で
は
、

ト
リ
ー
・
キ
ャ
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油
に
よ
る
海
洋
汚
染
の
防
止
と
国
際
法

緊
急
避
難
、

つ
ま
り
、
相
手
方
の
違
法
な
行
為
に
基
づ
か
な
い
事
態
に
よ
っ
て
、
自
国
の
存
立
が
脅
か
さ
れ
る
場
合
、
通
常
な
ら
ば

(
5
)
 

違
法
と
み
ら
れ
る
防
衛
措
置
を
と
り
う
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
若
干
争
い
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
。

各
国
の
国
内
法
に
お
い
て
緊
急
避
難
と
正
当
防
衛
と
に
つ
い
て
み
る
と
、
両
者
は
共
通
点
と
し
て
「
個
人
が
、
自
己
の
法
益
を
救
つ

た
め
に
他
の
道
の
な
い
立
場
に
陥
っ
た
と
き
、
他
人
の
法
益
を
侵
害
す
る
措
置
1

本
来
な
ら
ば
違
法
と
見
な
さ
る
べ
き
ー
|
‘
を
と
る

(
6
)
 

こ
と
に
よ
っ
て
、
自
己
の
法
益
を
守
る
こ
と
の
許
さ
れ
る
場
合
」
で
あ
る
と
い
う
特
徴
を
も
ち
、
両
者
の
根
本
的
相
違
点
と
し
て
次
の

二
つ
が
あ
げ
ら
れ
る
。
第
一
に
、
緊
急
避
難
の
場
合
に
は
、

法
益
を
違
法
に
侵
害
し
た
事
実
が
な
い
に
反
し
て
、
正
当
防
衛
の
場
合
に
は
、
既
述
の
よ
う
に
、

第
二
に
、

そ
の
代
り
、
緊
急
避
難
の
場
合
に
は
、
救
わ
れ
る
利
益
の
重
大
性
が
要
件
と
し
て
重
要
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に

緊
急
避
難
を
理
解
す
る
と
、

ン
号
事
件
、

こ
の
措
置
に
よ
っ
て
法
益
を
害
さ
れ
る
者
は
、

そ
の
措
置
に
訴
え
る
者
の

こ
れ
が
重
要
な
要
件
で
あ
る
こ
と
。

田
岡
博
士
の
綿
密
な
研
究
に
従
っ
て
、
伝
統
的
国
際
法
学
が
、
自
衛
権
の
先
例
と
し
て
挙
げ
る
カ
ロ
ラ
イ

ア
メ
リ
ア
島
事
件
、
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
ス
号
事
件
、
デ
ン
マ
ー
ク
艦
隊
事
件
等
の
諸
事
件
の
特
徴
的
性
格
は
「
自
衛
行
為
に

訴
え
る
国
が
相
手
方
に
違
法
行
為
が
あ
る
と
信
じ
た
こ
と
で
は
な
く
、
む
し
ろ
現
在
危
険
に
瀕
し
つ
つ
あ
る
自
国
の
重
大
性
へ
の
考
慮

一
般
国
際
法
上
の
自
衛
権
は
、
国
内
法
上
の
緊
急
避
難
と
本
質
的
に
類
似
す
る
観
念
で
あ
る

に
支
配
さ
れ
た
こ
と
に
あ
る
と
す
れ
ば
、

(
7
)
 

と
見
な
さ
ね
ば
な
ら
な
い
」
。
そ
し
て
こ
の
意
味
で
の
「
国
際
緊
急
避
難
は
、
こ
れ
を
肯
定
す
る
多
く
の
学
説
に
拘
ら
ず
、
国
際
慣
習

(
8
)
 

法
の
中
に
そ
の
場
席
を
認
め
る
だ
け
の
実
証
的
根
拠
は
な
い
」
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
田
岡
博
士
は
国
際
社
会
に
お
け
る
「
緊
急

避
難
権
」
の
存
在
を
否
定
さ
れ
る
。
し
か
し
、

こ
れ
を
そ
の
ま
ま
ト
リ
ー
・
キ
ャ
ニ
オ
ン
号
事
件
に
移
し
か
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
で

あ
ろ
う
。
公
悔
上
に
お
け
る
座
礁
と
そ
の
結
果
た
る
油
の
流
出
が
も
た
ら
す
損
害
と
い
う
全
く
新
し
い
現
象
が
本
件
の
内
容
で
あ
る
か
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ら
で
あ
る
。

こ
れ
を
法
律
制
度
化
さ
れ
た
緊
急
避
難
と
呼
ぶ
呼
ば
な
い
は
別
と
し
て
、
少
く
と
も
、
油
濁
の
危
険
に
対
し
て
は
、
認
め
ら
れ
る
の
で

(
9
)
 

は
な
か
ろ
う
か
。
し
か
し
い
ず
れ
に
し
ろ
、
問
題
を
解
決
す
る
の
に
十
分
で
な
い
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
前
述
の
英
国
の

ト
リ
ー
・
キ
ャ
ニ
オ
ン
号
事
件
は
、
英
国
の
領
海
の
幅
を
測
定
す
る
た
め
の
基
線
か
ら
十
ニ
カ
イ
リ
以
内
の
地
点
で
発
生
し
た
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
接
続
水
域
に
お
い
て
沿
岸
国
に
認
め
ら
れ
て
い
る
権
利
に
よ
っ
て
、
イ
ギ
リ
ズ
が
同
事
件
に
際
し
て
取
っ
た
措
置
を
説

明
で
き
る
か
否
か
の
問
題
を
考
え
よ
う
。

一
九
五
八
年
の
領
海
及
び
接
続
水
域
に
関
す
る
条
約
(
-
九
六
四
年
九
月
一

0
日
発
効
、

た
）
第
二
四
条
に
よ
っ
て
、
沿
岸
国
は
、
自
国
の
領
海
に
接
続
す
る
公
海
上
の
区
域
（
た
だ
し
、
基
線
か
ら
十
ニ
カ
イ
リ
以
内
で
あ
る
こ
と
）

自
国
の
領
土
又
は
領
海
内
に
お
け
る
通
関
上
、
財
政
上
、
出
入
国
管
理
上
又
は
衛
生
上
の
規
則
の
違
反
を
防
止
す
る
こ
と

従
っ
て
、

「
客
観
的
に
小
さ
な
利
益
の
た
め
に
、
社
会
的
に
重
要
な
利
益
を
危
険
に
陥
し
入
れ
る
べ
き
で
は
な
い
」
と
い
う
考
え
は

イ
ギ
リ
ス
は
事
件
当
時
こ
の
条
約
の
当
事
国
で
あ
っ

こ
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
条
約
二
四
条
一
項
の
「
衛
生
上
の
規
則
」
と
油
濁
が
問
題
と
な
る
わ
け
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
油
濁
の

問
題
が
こ
こ
に
い
う
「
衛
生
上
」
の
問
題
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
は
い
な
か
っ
た
こ
と
は
確
か
な
こ
と
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
油
濁
防

止
に
間
す
る
前
述
し
た
国
際
条
約
を
見
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
ブ
ラ
ウ
ン
に
よ
れ
ば
、
ト
リ
ー
・
キ
ャ
ニ
オ
ン
号
事
件
が
引
き
起
し
た

⑮
自
国
の
領
土
又
は
領
海
内
で
行
な
わ
れ
た
⑱
の
規
則
の
違
反
を
処
罰
す
る
こ
と

(a) 

に
お
い
て
、
次
の
こ
と
に
必
要
な
規
制
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
。

③
接
続
水
域
に
お
け
る
沿
岸
国
の
権
利

覚
書
が
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。
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(10) 

よ
う
な
汚
染
に
よ
っ
て
侵
害
さ
れ
る
よ
う
な
立
法
は
イ
ギ
リ
ス
に
は
な
い
。
と
す
れ
ば
、

こ
う
し
て
、

れ
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

こ
の
条
約
も
ト
リ
ー
・
キ
ャ
ニ
オ
ン
号
事
件

一
九
六
九
年
の
油
濁
事
故
の
際
の
公
海
上
に
お
け
る
介
入
権
に
関
す
る
国
際
条
約
の
締
結
へ
と
各
国
の
努
力
が
集
中
さ

山
邦
訳
は
、
昭
四
ニ
・
四
・
ニ
四
付
の
運
輸
省
資
料
に
よ
っ
た
。
ほ
か
に
、
谷
川
久
「
油
濁
事
故
の
際
の
公
海
上
に
お
け
る
介
入
権
に
関
す
る
国
際

条
約
に
つ
い
て
日
」
成
蹂
法
学
第
二
号
(
-
九
七
〇
、
成
蹂
法
学
会
）
‘
―
二
九
ー
一
三
四
頁
参
照
。

尚
、
ト
リ
ー
・
キ
ャ
ニ
オ
ン
号
事
件
に
つ
い
て
は
、
一
九
六
七
年
四
月
に
日
本
船
主
協
会
が
ま
と
め
た
「
T
o
r
r
e
y
C
a
n
y
o
n

事
件
に
つ
い
て
」

と
い
う
小
冊
子
が
あ
る
。
こ
れ
に
、
運
輸
省
海
運
局
の
「
ト
リ
ー
イ
・
キ
ャ
ニ
オ
ン
号
事
件
の
概
要
」
、
同
船
舶
局
「
T
o
r
r
e
y
C
a
n
y
o
n
号
座
礁
事
故

情
報
」
、
日
本
海
難
防
止
協
会
の
「
T
o
r
r
e
y
C
a
n
y
o
n
号
乗
揚
事
件
」
「
T
o
r
r
e
y
C
a
n
y
o
n

号
事
件
の
保
険
賠
償
責
任
」
「
T
o
r
r
e
y
C
a
n
y
o
n
 

号
事
件
と
洗
海
作
戦
」
「
ト
リ
ー
・
キ
ャ
ニ
オ
ン
号
事
故
に
つ
い
て
の
国
際
的
反
響
等
」
な
ど
と
、
イ
ギ
リ
ス
内
務
省
の
手
に
な
る
白
書
「
T
h
e

占

'
T
o
r
r
e
y
C
a
n
y
o
n
"
 presented 
to 
P
a
r
l
i
a
m
e
n
t
 
b
y
 t
h
e
 
Secretary of states 
for 
t
h
e
 
H
o
m
e
 D
e
p
a
r
t
m
e
n
t
 
b
y
 C
o
m
m
a
n
d
 o
f
 

H
e
r
 Majesty, A
p
r
i
l
 1
9
6
7
,
 
C
m
n
d
.
 3
2
4
6
」
が
そ
の
ま
ま
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
議
会
に
対
す
る
報
告
書
の
邦
訳
が
、
谷
川
、
前
掲
論
文
一

0
二
し
一
―
―
二
頁
に
あ
る
。

②
田
岡
良
一
・
国
際
法
上
の
自
衛
権
（
昭
三
九
・
勁
草
書
房
）
・
三
ニ
ー
四
七
頁
。
ほ
か
に
小
川
芳
彦
「
カ
ロ
ラ
イ
ン
号
事
件
」
（
田
畑
茂
二
郎
編

・
ケ
ー
ス
ブ
ッ
ク
国
際
法
＾
―
九
七
ニ
・
有
信
堂
＞
．
六
七
ー
六
九
頁
）
参
照
。

矧
日
本
語
は
田
岡
・
前
掲
書
・
三
五
頁
、
英
文
は

D
.
W
.
Bowett, 
S
e
l
f
D
e
f
e
n
c
e
 in 
International L
a
w
,
 1958. 
M
a
n
c
h
e
s
t
e
r
 U.P., 

p. 
5
9
.
 

山
こ
の
報
告
書

R
e
p
o
r
t
of the 
B
o
a
r
d
 of 
Investigation 
in 
the 
M
a
t
t
e
r
 of t
h
e
 S
t
r
a
n
d
i
n
g
 o
f
 the S.S. 
T
o
r
r
e
y
 
C
a
n
y
o
n
 o
n
 

M
a
r
c
h
 1
8
,
 
1
9
6
7

の
内
容
に
つ
い
て
、
谷
川
、
前
掲
論
文
―
―
四
I
―
二
四
頁
参
照
。

⑥
田
畑
茂
二
郎
・
国
際
法
I
（
昭
三
ニ
・
有
斐
閣
法
律
学
全
集
）
・
ニ
六
六
頁

の
解
決
に
は
無
力
で
あ
る
。
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伽） ⑥
田
岡
良
一
・
前
掲
書
・
―
二
三
頁

m
同
右
―
二
五
頁

⑧

同

右

一

三

二

頁

⑨
私
は
、
さ
き
に
「
『
客
観
的
に
小
さ
な
利
益
の
た
め
に
、
社
会
的
に
重
要
な
利
益
を
危
険
に
陥
し
入
れ
る
べ
き
で
は
な
い
』
と
い
う
考
え
は
、
こ

れ
を
法
律
制
度
化
さ
れ
た
緊
急
避
難
と
呼
ぶ
呼
ば
な
い
は
別
と
し
て
も
、
少
く
と
も
、
油
濁
の
危
険
に
対
し
て
は
、
認
め
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う

か
」
と
述
べ
（
一
七
頁
）
、
後
に
、
海
洋
汚
染
防
止
法
第
四
二
条
と
の
関
係
で
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
公
海
上
の
外
国
船
舶
に
対
し
て
も
措
置
を
と
り
得

る
こ
と
を
説
明
し
、
そ
の
根
拠
と
し
て
、
「
緊
急
避
難
の
法
理
を
根
拠
と
す
る
議
論
が
強
い
よ
う
で
は
あ
る
が
、
も
の
の
考
え
方
と
し
て
は
、
接
続

水
域
の
法
理
の
延
長
線
上
で
と
ら
え
る
の
が
妥
当
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
述
べ
る
（
二
七
頁
）
。
こ
の
考
え
は
、
一
見
、
矛
盾
し
て
い
る
よ
う
に

思
え
る
の
で
、
以
下
に
説
明
し
て
お
こ
う
。

自
衛
権
や
緊
急
避
難
権
は
、
従
来
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、
国
家
の
存
立
自
体
に
係
る
危
険
に
対
し
て
向
け
ら
れ
て
い
た
と
言
え
る
の
で
あ
っ
て
、

本
稿
で
扱
う
油
濁
危
険
の
場
合
の
よ
う
に
特
定
地
域
の
漁
業
、
観
光
産
業
、
野
生
動
物
の
保
護
と
い
っ
た
利
益
保
護
の
た
め
の
権
利
と
し
て
は
観
念
さ

れ
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
。
従
っ
て
、
今
日
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
作
業
は
、
何
が
守
る
べ
き
利
益
で
あ
る
の
か
、
ど
の
点
が
従
来
の
法
理
論
で

は
カ
バ
ー
で
き
な
い
点
で
あ
る
の
か
を
確
定
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
し
て
、
他
の
法
制
度
と
の
関
連
で
、
全
体
と
調
和
す
る
説
明
を
引
き
出
す
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
公
海
上
の
油
濁
事
故
に
対
し
て
油
濁
の
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
沿
岸
国
が
介
入
す
る
場
合
に
は
、
公
海
自
由
の

原
則
と
沿
岸
国
の
利
益
が
対
立
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
も
し
沿
岸
国
の
利
益
が
公
海
上
を
航
行
中
の
船
舶
の
船
主
や
荷
主
の
利
益
よ
り
も
は
る
か

に
大
き
な
も
の
で
あ
れ
ば
、
船
主
や
荷
主
の
利
益
を
犠
牲
に
し
て
も
、
沿
岸
国
の
利
益
を
保
護
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
の
は
素
直
な
法
感
情
で
あ
ろ

う
。
こ
れ
が
第
一
の
点
で
あ
る
。
し
か
し
、
緊
急
避
難
権
を
語
る
と
き
、
た
と
え
ば
一
九
四

0
年
七
月
の
オ
ラ
ン
港
お
よ
び
そ
の
附
近
の
フ
ラ
ン
ス
艦

隊
を
イ
ギ
リ
ス
艦
隊
が
撃
沈
し
た
事
件
に
つ
い
て
、
こ
の
イ
ギ
リ
ス
の
措
置
を
ロ
ー
タ
ー
パ
ク
ト
が
合
法
化
し
て
い
る
こ
と
を
思
い
起
す
べ
き
で
あ

ろ
う

(L.• Oppenheim,H•Lauterpacht, 

International 
L
a
w
,
 Vol. 
I. 
8th 
edition, 
1
9
5
5
.
 
p. 
3
0
3
)

。
そ
こ
で
本
文
で
述
べ
よ
う
と

し
た
の
は
、
極
め
て
限
定
的
な
意
味
で
緊
急
避
難
が
成
立
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
に
と
ど
ま
る
（
尚
田
畑
・
前
掲
書
・
ニ
六
六
頁
参

照
）
。
こ
れ
が
第
二
点
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
比
較
的
疑
問
点
の
少
な
い
と
思
わ
れ
る
接
続
水
域
の
法
理
へ
と
向
か
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

B
r
o
w
n
,
 op. 
cit., 
p. 
1
4
6
.
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ク
レ
ー
ル
・
ル
ジ
ャ
ン
ド
ル
は
、

I
M
C
0
の
法
律
委
員
会
は
、

油
濁
事
故
の
際
の
公
海
上
に
お
け
る
介
入
権
に
関
す
る
国
際
条
約
(
-
九
六
九
）

一
九
六
九
年
十
一
月
に

I
M
C
O
が
招
集
し
た
海
水
汚
濁
損
害
に
関
す
る
法
律
会
議
は
、

(
P
a
l
a
i
s
 
d
e
s
 C
o
n
g
r
e
s
)
 

と
私
法
に
関
す
る
全
体
委
員
会

で
、
十
日
か
ら
二
十
九
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
を
含
め
五
四
カ
国
が
代
表
を
送
っ
た
。
主
要

な
委
員
会
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
公
法
に
関
す
る
全
体
委
員
会
（
委
員
長
ソ
連
の

G.A.
M
a
s
l
o
v
)
 

（
委
員
長
ス
イ
ス
の

W.
M
i
i
l
l
e
r
)

で
あ
り
、
会
議
は

I
M
C
0
の
法
律
委
員
会
が
作
成
し
た
介
入
権
に
関
す
る
条
約
案
と
民
事
責
任
条

(
1
)
 

約
案
を
審
議
の
基
礎
と
し
た
。

一
九
六
七
年
五
月
に
開
催
さ
れ
た
第
三
回
臨
時
理
事
会
に
よ
っ
て
設
置
が
決
定
さ
れ
、

こ
の
委
員
会

こ
こ
で
は
こ
れ
を
繰
り
返
す
こ
と
は
せ
ず
、
成
立
し
た
条
約
に
つ
い
て
、
基
本
的
な
問
題
点
を
分

に
は
六
項
目
の
検
討
事
項
が
付
託
さ
れ
た
。
こ
の
法
律
委
員
会
で
の
審
議
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
同
委
員
会
に
出
席
さ
れ
た
谷
川
教
授

(
2
)
 

に
よ
る
詳
細
な
報
告
が
あ
る
の
で
、

•(3) 

析
す
る
こ
と
に
す
る
。

フ
ラ
ン
ス
海
法
会
誌
の
中
で
、
公
海
自
由
の
原
則
を
新
た
に
宣
言
し
た
公
海
条
約
の
第
二
四
条
が

「
す
べ
て
の
国
は
、
海
水
の
汚
濁
の
防
止
に
関
す
る
現
行
の
条
約
の
規
定
を
考
慮
に
入
れ
て
、
船
舶
若
し
く
は
。
ハ
イ
。
フ
ラ
イ
ン
か
ら
の

油
の
排
出
又
は
海
底
及
び
そ
の
下

(
t
h
e
s
e
a
b
e
d
 
a
n
d
 
its 
s
u
b
s
o
i
l
)
 
の
開
発
及
び
探
査
に
よ
り
生
ず
る
海
水
の
汚
濁
の
防
止
の
た

め
の
規
則
を
作
成
す
る
も
の
と
す
る
」
と
し
て
締
約
国
に
海
水
汚
濁
防
止
規
則
作
成
義
務
を
課
し
て
い
る
こ
と
の
中
に
、
介
入
権
条
約

プ
ラ
ッ
セ
ル
の
。
ハ
レ
・
デ
・
コ
ン
グ
レ
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tres 
i
m
p
o
r
t
a
n
t
e
s
)
 

(
4
)
 

の
作
成
に
ま
で
至
ら
せ
た
関
心
を
見
て
い
る
が
、
一
九
五
八
年
の
公
海
条
約
の
中
に
こ
れ
を
見
る
に
は
少
し
無
理
が
あ
ろ
う
。
こ
の
公

と
し
て
先
ず
用
い
ら
れ
た
の
は
、

海
上
の
介
入
権
に
関
す
る
条
約
の
作
成
で
終
始
ィ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
握
っ
て
い
た
の
は
イ
ギ
リ
ス
で
あ
り
、
法
律
委
員
会
で
の
討
議
資
料

(
5
)
 

ト
リ
ー
・
キ
ャ
ニ
オ
ン
号
事
件
の
経
験
を
生
か
し
た
イ
ギ
リ
ス
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
・
ペ
ー
。
ハ
ー
で
あ
っ

た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
問
題
は
巨
船
化
時
代
の
産
物
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

ギ
リ
ス
の
ペ
ー
。
ハ
ー
の
中
に
指
摘
さ
れ
、

条
約
は
、
前
文
と
本
文
十
七
カ
条
と
、
調
停
及
び
仲
裁
に
関
す
る
附
属
書
と
か
ら
成
っ
て
い
る
。
基
本
的
な
問
題
点
は
、
前
述
の
イ

(
6
)
 

そ
の
ペ
ー
。
ハ
ー
を
基
礎
に
し
て
生
み
出
さ
れ
た
第
二
回
法
律
委
員
会
の
合
意
事
項
の
中
に
示

こ
の
条
約
は
「
海
水
と
沿
岸
の
油
濁
と
い
う
危
険
を
引
き
起
す
海
難

(a
m
a
r
i
t
i
m
e
 
casualty, 
u
n
 a
c
c
i
d
e
n
t
 
d
e
 m
e
r
)

の
重
大

な
結
果

(the
g
r
a
v
e
 
c
o
n
s
e
q
u
e
n
c
e
s
)

か
ら
自
国
民
の
利
益
を
保
護
す
る
必
要
性
」
か
ら
作
成
さ
れ
「
こ
う
し
た
状
況
の
も
と
で
、

そ
の
よ
う
な
利
益
を
保
護
す
る
た
め
の
例
外
的
性
質
の
措
置
が
公
海
上
で
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
か
つ
こ
れ
ら
の
措
置
が
公
海

自
由
の
原
則
を
害
さ
な
い
こ
と
」
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
前
文
に
続
い
て
本
条
約
は
第
一
条
一
項
で
原
則
を
次
の
よ
う
に

規
定
す
る
。

「
本
条
約
の
締
約
国
は
、
大
規
模
な
有
害
な
結
果
(
m
a
j
o
r
h
a
r
m
f
u
l
 c
o
n
s
e
q
u
e
n
c
e
s
,
 
d
e
s
 c
o
n
s
e
q
u
e
n
c
e
s
 d
o
m
m
a
g
e
a
b
l
e
s
 

を
も
た
ら
す
も
の
と
合
理
的
に
予
測
さ
れ
う
る
よ
う
な
海
難
又
は
そ
れ
に
関
係
の
あ
る
行
為
に
よ
り
、
油
に

よ
る
海
水
の
汚
染
又
は
汚
染
の
脅
威
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
生
じ
る
自
国
の
沿
岸
又
は
関
係
利
益

(relate
cl 

interests, 
interets 

c
o
n
n
e
x
e
s
)

に
対
す
る
重
大
か
つ
急
迫
し
た
危
険

(g1
a
v
e
 a
n
d
 i
m
m
i
n
e
n
t
 
d
a
n
g
e
r
,
 
les 
d
a
n
g
e
r
s
 g
r
a
v
e
s
 et i
m
m
i
n
e
n
t
s
)
 

さ
れ
て
い
る
。
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油
に
よ
る
海
洋
汚
染
の
防
止
と
国
際
法

汚
染
地
域
：

0

こ
の
分
類
が
必
要
な
の
は
「
公
海
上
に
お
い
て
」

(
o
n

t
h
e
 
h
i
g
h
 
s
e
a
s
)

と
い
う
句
の
位
置
が
、
法
律
委
員
会
案
と
条
約
と
で
は

異
な
る
か
ら
で
あ
る
。
条
約
草
案
の
第
一
条
一
項
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

「
本
条
約
の
締
約
国
は
、
大
規
模
な
若
し
く
は
破
局
的
な
結
果

(
m
a
j
o
r
o
r
 c
a
t
a
s
t
r
o
p
h
i
c
 
c
o
n
s
e
q
u
e
n
c
e
s
)
を
も
た
ら
す
も
の

汚
染
地
域
：

0
`~ •1 •1 
（
 
、̀'’
•1 •1 
・1（
 

⑮
公
海
で
事
故
発
生

(a) 
汚
染
の
原
因
と
な
る
事
故
の
発
生
地
点
と
汚
染
地
域
と
を
分
類
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

A
国
領
海
で
事
故
発
生

(1) 

さ
れ
る
船
舶
に
対
し
て
は
、

公
海
B
国
領
海
及
び
（
又
は
）

A
国
領
海
及
び
（
又
は
）

公
海
B
国
領
海
及
び
（
又
は
）

A
国
領
海
及
び
（
又
は
）

を
防
止
し
、
軽
減
し
、
又
は
除
去
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
公
海
に
お
い
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
」
。

た
だ
し
、
第
二
項
に
よ
っ
て
、
軍
艦
又
は
国
に
よ
っ
て
所
有
も
し
く
は
運
航
さ
れ
、
か
つ
当
面
政
府
の
非
商
業
的
役
務
に
の
み
使
用

こ
の
条
約
に
基
づ
き
い
か
な
る
措
置
も
と
っ
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

沿
岸
国
が
介
入
し
う
る
海
域
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、
、
、
、
、
、
、

と
合
理
的
に
予
測
さ
れ
う
る
よ
う
な
公
海
上
に
お
け
る
海
難
又
は
そ
れ
に
関
係
の
あ
る
行
為
に
よ
り
〔
油
に
よ
る
〕
海
水
の
汚
染
又

は
汚
染
の
脅
威
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
生
ず
る
自
国
の
沿
岸
又
は
関
係
利
益
に
対
す
る
重
大
か
つ
急
迫
し
た
危
険
を
防
止
し
、
軽
減

し
、
又
は
除
去
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
」
。

従
っ
て
、
草
案
で
は
分
類
の
⑮
出
の
場
合
の
み
を
意
図
し
て
い
た
か
の
よ
う
に
思
え
た
の
に
対
し
、
本
条
約
は
事
故
発
生
海
域
に
つ

い
て
は
言
及
が
な
く
、
⑮
全
体
に
適
用
が
あ
る
。
つ
ま
り
措
置
を
と
る
海
域
が
公
海
で
あ
る
こ
と
を
条
約
は
特
定
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
と
こ
ろ
で
、
領
海
に
お
い
て
必
要
な
措
置
を
と
り
得
る
か
に
つ
い
て
は
「
領
海
及
び
接
続
水
域
に
関
す
る
条
約
」
第
一
条

主
権
の
範
囲
）
第
二
条
（
沿
岸
国
の
主
権
の
範
囲
）
か
ら
考
え
て
も
、
条
約
目
的
等
か
ら
考
え
て
も
、
可
能
で
あ
る
、
と
す
る
の
が
既
に
諒

解
さ
れ
て
い
た
（
カ
ナ
ダ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ス
ペ
イ
ン
の
会
議
で
の
発
言
）
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
わ
が
国
の
海
洋
汚
染
防
止
法
第
四
十
二
条
に
つ
い
て
触
れ
て
お
か
ね
ば
な
る
ま
い
。
同
条
は
次
の
よ
う
に
規
定

を
与
え
、
若
し
く
は
事
業
活
動
を
困
難
に
し
、
又
は
こ
れ
ら
の
障
害
が
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
緊
急
に
こ
れ
ら
の

障
害
を
防
止
す
る
た
め
排
出
油
の
防
除
の
措
置
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
排
出
油
の
防
除
の
措
置
を
講
ず
る

た
め
や
む
を
得
な
い
限
度
に
お
い
て
、
当
該
排
出
さ
れ
た
油
が
積
載
さ
れ
て
い
た
船
舶
を
破
壊
し
、
当
該
排
出
さ
れ
た
油
を
焼
却
す

る
ほ
か
、
当
該
排
出
さ
れ
た
油
の
あ
る
現
場
附
近
の
海
域
に
あ
る
財
産
の
処
分
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
」

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

汚
染
が
広
範
囲
の
沿
岸
海
域
に
お
い
て
、

「
海
上
保
安
庁
長
官
は
、

す
る
。

海
洋
環
境
の
保
全
に
著
し
い
障
害
を
及
ぼ
し
、

（
傍
点
筆
者
）

人
の
健
康
を
害
し
、

財
産
に
重
大
な
損
害

本
邦
の
沿
岸
海
域
に
お
い
て
排
出
さ
れ
た
著
し
く
大
量
の
油
に
よ
り
海
洋
が
著
し
く
汚
染
さ
れ
、

当
該

（
国
家
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油
に
よ
る
海
洋
汚
染
の
防
止
と
国
際
法

条
約
第
二
四
条
の
解
釈
論
と
し
て
は
難
し
い
の
は
事
実
で
あ
る
。

イ
ギ
リ
ス
で
は
、

こ
の
規
定
に
い
う
オ
ー
ダ
ー
が
出
さ
れ

こ
の
海
洋
汚
染
防
止
法
の
規
定
は
、
前
述
の
公
法
条
約
の
内
容
の
一
部
を
取
り
込
ん
だ
も
の
で
あ
る
が
、
第
四
十
二
条
に
基
づ
く
船

舶
の
破
壊
、
排
出
油
の
焼
却
処
理
、
財
産
処
分

（
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
ト
リ
ー
・
キ
ャ
ニ
オ
ン
号
事
件
の
際
に
イ
ギ
リ
ス
が
と
っ
た
措
置
と
同
じ

g
a
b
l
e
 
W
a
t
e
r
s
 
A
c
t
 1
9
7
1
 

(
A
n
 A
c
t
 
to 
a
m
e
n
d
 t
h
e
 
O
i
l
 
i
n
 
N
a
v
i
g
a
b
l
e
 
W
a
t
e
r
s
 
A
c
t
s
 1
9
5
5
 
a
n
d
 1
9
6
3
 
a
n
d
 
s
e
c
t
i
o
n
 
5
 

o
f
 t
h
e
 
C
o
n
t
i
n
e
n
t
a
l
 
S
h
e
l
f
 
A
c
t
 1
9
6
4
;
 
to 
m
a
k
e
 f
u
r
t
h
e
r
 
p
r
o
v
i
s
o
n
 
for 
p
r
e
v
e
n
t
i
n
g
 
p
o
l
l
u
t
i
o
n
 
o
f
 
t
h
e
 
s
e
a
 
b
y
 oil; 
a
n
d
 

f
o
r
 
p
u
r
p
o
s
e
s
 c
o
n
n
e
c
t
e
d
 t
h
e
r
e
w
i
h
〔

8
t
h
A
p
r
i
l
 1
9
7
1
〕

）

i
に
ヽ

secti

゜n
8
で
海
匹
細
{
(
S
h
i
p
p
i
n
g
c
a
s
u
a
l
t
i
e
s
)
 

権
に
つ
い
て
規
定
し
、

そ
の

S
u
b
s
e
c
t
i
o
n

~
は
次
の
よ
う
に
規
定
す
る
。

の
場
合
の
介
入

H
e
r
 M
a
j
e
s
t
y
 m
a
y
 b
y
 O
r
d
e
r
 i
n
 
C
o
u
n
c
i
l
 
p
r
o
v
i
d
e
 
t
h
a
t
 
t
h
i
s
 
s
e
c
t
i
o
n
 
a
n
d
 s
c
h
e
d
u
l
e
 2
 
t
o
 
t
h
i
s
 
A
c
t
 t
o
.
g
e
t
h
e
r
 
w
i
t
h
 

a
n
y
 ・
o
t
h
e
r
 
p
r
o
v
i
s
i
o
n
s
 
o
f
 
t
h
i
s
 
A
c
t
,
 
shall 
a
p
p
l
y
 t
o
 
a
 
ship

— 

(
a
)
 
w
h
i
c
h
 is 
n
o
t
 
a
 s
h
i
p
 
r
e
g
i
s
t
e
r
e
d
 
i
n
 
t
h
e
 
U
n
i
t
e
d
 
K
i
n
g
d
o
m
,
 
a
n
d
 

(
b
)
 whi~h 

is 
f
o
r
 
t
h
e
 
t
i
m
e
 
b
e
i
n
g
 o
u
t
s
i
d
e
 
t
h
e
 
territorial 
w
a
t
e
r
s
 
o
f
-
t
h
e
 
U
n
i
1
e
d
 Kingdom,•••

…… 

(
7
)
 

一
九
七
一
年
十
一
月
二
十
二
日
か
ら
発
効
し
た
と
い
わ
れ
る
の
で
、
公

海
上
の
外
国
船
舶
に
も
、
わ
が
国
の
海
洋
汚
染
防
止
法
第
四
十
二
条
類
似
の
措
置
が
と
ら
れ
得
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
根
拠
に
つ
い

て
は
明
確
で
は
な
く
、
谷
川
教
授
に
よ
る
と
、
緊
急
避
難
の
法
理
を
根
拠
と
す
る
議
論
が
強
い
よ
う
で
は
あ
る
が
、
も
の
の
考
え
方
と

し
て
は
、
接
続
水
域
の
法
理
の
延
長
線
上
で
と
ら
え
る
の
が
妥
当
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
た
だ
現
在
の
領
海
及
び
接
続
水
域
に
関
す
る

で
あ
る
）
等
が
一
体
公
海
上
で
も
行
な
わ
れ
得
る
の
か
、

に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。

イ
ギ
リ
ス
の
国
内
法

O
i
l
i
n
 
N
a
v
i
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「
大
規
模
な
若
し
く
は
破
局
的
な
」
と
い
う
句
の
も
つ
力
を
弱
め
る
案
は
、
ア
メ
リ
カ
の
提
案
に

(
8
)
 

か
か
り
、
会
議
で
「
大
規
模
な
有
害
な
」
が
こ
れ
に
替
っ
て
採
択
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
経
緯
か
ら
考
え
て
、
全
体
の
流
れ

は
、
公
海
に
お
い
て
沿
岸
国
が
措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
を
拡
大
す
る
方
向
に
向
い
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
つ
ま
り
、
単
に
汚

ド
イ
ツ
の
提
案
に
よ
っ
て
な
さ
れ
、

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
会
議
に
お
い
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

な
結
果
」

場
合
に
」

(
u
n
d
e
r
t
h
e
s
e
 
c
i
r
c
u
m
s
t
a
n
c
e
s
)
…

…

 

・
「
大
規
模
な
若
し
く
は
破
局
的
な
結
果
」

(
m
a
i
o
r
or 
c
a
t
a
s
t
r
o
p
h
i
c
 
c
o
n
s
e
q
u
e
n
c
e
s
)
を
も
た
ら
す
海
難
↓
「
大
規
模
な
有
害

(
m
a
j
o
r
 
h
a
r
m
f
u
l
 c
o
n
s
e
q
u
e
n
c
e
s
)
…

…

 

・
例
外
的
性
質
の
措
置
が
「
極
限
的
な
場
合
に
」

の
変
化
を
先
ず
見
て
お
こ
う
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、

沿
岸
国
が
第
一
条
に
よ
っ
て
措
置
を
と
り
う
る
の
は
、
大
規
模
な
有
害
な
結
果
を
も
た
ら
す
も
の
と
合
理
的
に
予
測
さ
れ
る
事
故
ま

、
、
、
、
、
、
、
、

た
は
こ
れ
に
関
係
の
あ
る
行
為
に
よ
っ
て
、
自
国
沿
岸
ま
た
は
関
係
利
益
に
対
し
て
重
大
か
つ
急
迫
し
た
危
険
を
生
み
出
す
油
濁
も
し

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

く
は
油
濁
の
脅
威
が
あ
る
場
合
で
あ
る
。
同
様
に
、
前
述
の
よ
う
に
、
前
文
で
は
、
例
外
的
性
質
の
措
置
に
よ
っ
て
海
難
の
重
大
な
結

果
か
ら
自
国
民
の
利
益
を
保
護
す
る
必
要
性
が
う
た
わ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、

(2) 

沿
岸
国
が
介
入
し
う
る
状
況

「
破
局
的
」
を
「
重
大
」
に
替
え
、
「
極
限
的
」
を
削
除
す
る
案
は
、

こ
れ
ら
の
言
葉
は
ど
の
よ
う
に
解
す
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

I
M
C
0
の
法
律
委
員
会
案
か
ら
本
条
約
へ
の
起
草
上

•
海
難
の
「
破
局
的
な
結
果
」
(
d
i
s
a
s
t
r
o
u
s

c
o
n
s
e
q
u
e
n
c
e
s
)
 

（
草
案
前
文
）
↓
「
重
大
な
結
果
」

(
g
r
a
v
e
c
o
n
s
e
q
u
e
n
c
e
s
)
 

）
と
ら
れ
る
（
草
案
前
文
）
↓
「
こ
れ
ら
の

(
u
n
d
e
r
 
e
x
t
r
e
m
e
 
c
i
r
c
u
m
s
t
a
n
c
e
s
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は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
同
委
員
会
に
お
い
て
、
汚
染
原
因
物
質
を
油
と
限
定
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
、
先
ず
議
論
が
あ
り
、
意
見
が

ま
と
ま
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
も
よ
ろ
う
。
会
議
に
お
い
て
、
油
は
次
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
た
。
油
と
は
、
原
油
、
燃
料
油
、
デ
ィ
ー
ゼ

ル
油
お
よ
び
潤
滑
油
を
い
う
。
こ
の
定
義
は
、

(ii) (C) (a) (i) 

油
に
よ
る
海
洋
汚
染
の
防
止
と
国
際
法

と
こ
ろ
で
、
油
濁
ま
た
は
油
濁
の
脅
威
と
い
う
と
き
「
油
」
は
何
で
あ
る
の
か
。
法
律
委
員
会
案
に
は
、
油
に
つ
い
て
の
定
義

貝
等
を
含
む
）

律
委
員
会
案
で
は
、

⑮
関
係
地
域
の
観
光
資
源

(tourist
a
t
t
r
a
c
t
i
o
n
s
)
 

染
の
相
当
な
危
険
が
あ
る
時
は
い
つ
で
も
、
条
約
が
適
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
考
え
ら
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
過
剰
介

沿
岸
国
は
自
国
沿
岸
の
み
な
ら
ず
「
関
係
利
益
」
に
対
す
る
危
険
に
対
し
て
も
措
置
を
と
り
う
る
。
第
二
条
四
号
に
よ
る
と
、

関
係
利
益
と
は
、
海
難
に
よ
っ
て
直
接
に
影
響
を
受
け
又
は
脅
か
さ
れ
る
沿
岸
国
の
利
益
で
、
次
の
よ
う
な
も
の
を
い
う
。

漁
業
活
動

(fisheries
activities)

を
含
む
沿
岸
、
港
湾
又
は
河
口
に
お
け
る
海
事
活
動

••• 

）
 

e
s
t
u
a
r
i
n
e
 
a
c
h
v
1
t
t
e
s
 

挿
入
さ
れ
た
）

で
、
関
係
者
の
生
計
に
不
可
欠
の
手
段
と
な
っ
て
い
る
も
の

沿
岸
住
民
の
健
康
及
び
水
産
資
源
や
野
生
生
物
の
保
存

(
c
o
n
s
e
r
v
a
t
i
o
n
of 
l
i
v
i
n
g
 
m
a
r
i
n
e
 r
e
s
o
u
r
c
e
s
 
a
n
d
 of 
wildlife, 

la 
c
o
n
s
e
r
v
a
t
i
o
n
 
d
e
s
 
r
e
s
s
o
u
r
c
e
s
 
b
i
o
l
o
g
i
g
u
e
s
 m
a
r
i
n
e
s
,
 d
e
 la f
a
u
n
e
 
e
t
d
e
 la 
flore) 
W
今
口
が
3
皿
〖
ぽ
示
坤
や
珪
峨
の
毎
呻
址

i
（
吐i

「
水
産
資
源
」
の
語
は
「
魚
」

(fish)
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
も
日
本
の
提
案
に
よ
っ
て
採
択
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
海
草
、

ス
エ
ー
デ
ン
の
提
案
に
基
づ
い
て
採
択
さ
れ
、

入
の
場
合
の
チ
ェ
ッ
ク
の
方
法
を
条
約
は
規
定
し
た
の
で
あ
る
。

揮
発
性
油

(
n
o
n
-
p
e
r
s
i
s
t
e
n
t
 
oils) 

（
漁
業
活
動
の
語
は
日
本
の
提
案
に
よ
っ
て

(
m
a
r
i
n
e
 
coastal, 
p
o
r
t
 
o
r
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t
h
e
 
e
x
p
l
o
r
a
t
i
o
n
 a
n
d
 e
x
p
l
o
i
t
a
t
i
o
n
 of t
h
e
 r
e
s
o
u
r
c
e
s
 of t
h
e
 s
e
a
b
e
d
 a
n
d
 t
h
e
 
o
c
e
a
n
 floor 
a
n
d
 t
h
e
 s
u
b
s
o
i
l
 t
h
e
r
e
o
f
;
 

t
o
u
t
 
e
n
g
i
n
 flottant, 
a
l
'
e
x
c
e
p
t
i
o
n
 d
e
s
 
installations 
o
u
 a
u
t
r
e
s
 
dispositifs 
utilises _
p
o
u
r
 
l
'
e
x
p
l
o
r
a
t
o
n
 
d
u
 f
o
n
d
 

d
e
s
 
m
e
r
s
,
 
d
e
s
 
o
c
e
a
n
s
 
et 
d
e
 l
e
u
r
s
 
sous,sol 
o
u
 l'exploitation 
d
e
 l
e
u
r
s
 
r
e
s
s
o
u
r
c
e
s
 ;) 

従
っ
て
、

こ
の
船
舶
の
定
義
か
ら
明
白
な
よ
う
に
、
公
法
条
約
に
い
う
船
舶
は
、
海
水
油
濁
防
止
条
約
(
-
九
六
九
年
改
正
）
に
い
う
船

舶
よ
り
も
広
い
。
六
九
年
条
約
は

fioating
craft…
…

m
a
k
i
n
g
 a
 s
e
a
 
v
o
y
a
g
e

を
含
む
す
べ
て
の
型
の
海
洋
航
行
船
に
つ
い
て
述

べ
て
お
り
、
ま
た
こ
れ
を
取
り
入
れ
た
わ
が
国
の
海
洋
汚
染
防
止
法
も
「
航
行
の
用
に
供
す
る
船
舟
類
を
い
う
」

義
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
公
法
条
約
の
船
舶
の
定
義
か
ら
す
れ
ば
、
石
油
貯
蔵
を
目
的
と
し
て
公
海
上
で
投
錨
し
て
お
く

f
l
o
a
i
t
n
g

floating 
craft

を
い
う

(
9
)
 

も
含
む
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
油
性
混
合
物
も
当
然
こ
の
定
義
に
よ
っ
て
カ
バ
ー
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

佃
海
難
と
は
何
か
。
第
二
条
一
号
に
よ
る
と
、
海
難

礁
そ
の
他
の
航
海
上
の
事
故
、
ま
た
は
、

で
あ
っ
て
、

m
e
n
t
)
 

(10)t 

う
。
そ
し
て
、
船
舶
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
公
船
に
つ
い
て
は
、
公
海
条
約
第
九
条
に
お
け
る
免

除
と
同
様
に
、
本
条
約
の
適
用
対
象
と
は
さ
れ
な
い
こ
と
は
前
述
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

海
床
、
深
海
海
底
お
よ
び
そ
の
下
の
探
査
な
ら
び
に
そ
の
資
源
の
開
発
に
用
い
ら
れ
る
設
備
そ
の
他
の
装
置
を
除
く
す
べ
て
の

(
a
n
y
.
 fl0ating 
craft, 

(b） ⑱
す
べ
て
の
型
の
海
洋
航
行
船

(
a
n
y
s
e
a
,
g
o
i
n
g
 
vessel) 

船
舶
ま
た
は
積
荷
に
対
し
物
的
損
害
を
与
え
、

ま
た
は
物
的
損
害
を
与
え
る
急
迫
し
た
脅
威
が
あ
る
も
の
を
い

船
上
も
し
く
は
船
外
に
お
け
る
そ
の
他
の
出
来
事

(
m
a
r
i
t
i
m
e
 
casualty, 
a
c
c
i
d
e
n
t
 
d
e
 m
e
r
)

と
は
、

船
舶
の
衡
突
、
座

(
o
t
h
e
r
 
o
c
c
u
r
r
e
n
c
e
,
 
a
u
t
r
e
 
e
v
e
n
e
,
 

w
i
t
h
 
t
h
e
 
e
x
c
e
p
t
i
o
n
 
of 
a
n
 
installation 
o
r
 
d
e
v
i
c
e
 
e
n
g
a
g
e
d
 i
n
 

（
第
三
条
四
号
）
と
定
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•1 •1 
1,＇‘ 

、
、
、
、
、

事
前
の
通
告

通

告

(
c
号
）
。
た
だ
し
こ
の
独
立
の
専
門
家
と
の
協
議
は
義
務
で
は
な
い
。

の

事

前

協

議

議」

（
第
三
条
）
と
い
う
手
続
的
な
要
件
と
「
均
衡

q
原
則
」

craft.
も
含
ま
れ
る
こ
と
と
な
る
。

う
。
た
だ
、

（
第
五
条
）

措
置
を
と
る
前
に
、

と
い
う
実
質
的
な
要
件
で
あ
る
。

専
門
家
名

そ
し
て
こ
う
し
た
海
上
に
浮
か
し
て
お
く
石
油
タ
ン
ク
は
近
い
将
来
現
実
の
も
の
と
な
る
で
あ
ろ

日
本
は
当
事
国
で
は
な
い
が
、
大
陸
棚
条
約
第
五
条
の
大
陸
棚
の
探
査
お
よ
び
そ
の
天
然
資
源
の
開
発
の
た
め
の
設
備
そ

の
他
の
装
置
の
一
部
と
し
て
の
海
上
石
油
タ
ン
ク
に
対
し
て
介
入
権
が
あ
る
か
ど
う
か
は
、
問
題
が
残
る
。
尚
ま
た
、
大
陸
棚
条
約
第

一
条
で
い
う

t
h
e
s
e
a
b
e
d
 a
n
d
 s
u
b
s
o
i
l
 
(
海
床
及
び
地
下
）
と
、
公
法
条
約
第
二
条
で
い
う
前
述
の

the・

s
e
a
b
e
d
 
a
n
d
 t
h
e
 
o
c
e
a
n
 

floor 
a
n
d
 t
h
e
 
s
u
b
s
o
o
i
l
 
t
h
e
r
e
o
f
 

「
通
告
」

沿
岸
国
は
、

と
で
は
そ
の
カ
バ
ー
す
る
海
域
が
異
る
こ
と
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

海
岸
に
隣
接
す
る
海
底
の
区
域
と
か
水
深
二
百
メ
ー
ト
ル
と
か
開
発
可
能
性
と
い
う
基
準
は
な
い
。

③
 
沿
岸
国
が
介
入
す
る
場
合
の
要
件

第
一
条
で
規
定
す
る
介
入
権
は
第
三
条
、
第
五
条
で
定
め
る
い
く
つ
か
の
要
件
に
服
せ
し
め
ら
れ
て
い
る
。

い
か
な
る
措
置
を
と
る
場
合
に
も
、
海
難
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
る
他
の
国
家
、
特
に
旗
国

!:!tates)

と
事
前
に
協
議
を
開
始
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
第
三
条
固
号
）
。
な
お
沿
岸
国
は
、
第
四
条
に
定
め
る
条
件
で
、

簿
の
中
か
ら
選
ん
だ
独
立
の
専
門
家

(
i
n
d
e
p
e
n
d
e
n
t
.
e
x
p
e
r
t
s
)

と
の
協
議
を
、

沿
岸
国
は
、
と
ろ
う
と
す
る
措
置
を
、

後
者
の
場
合
、

主
要
な
も
の
は
「
協

(
t
h
e
 
flag 
s
t
a
t
e
 
or. 

開
始
す
る
こ
と
が
で
き
る

こ
れ
ら
の
措
置
に
よ
り
影
響
を
受
け
る
で
あ
ろ
う
と
合
理
的
に
予
想
さ
れ
得
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n
e
n
t
 
d
a
m
a
g
e
)
 

(a) 
ら
な
い
（
五
条
一
項
）
。

局
長
に
、
遅
滞
な
く
通
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
い
号
）
。

る
利
益
を
有
す
る
こ
と
が
沿
岸
国
に
知
れ
て
い
た
か
、
ま
た
は
協
議
を
通
し
て
沿
岸
国
に
知
ら
さ
れ
た
自
然
人
ま
た
は
法
人
に
対
し
て

遅
滞
な
く
通
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
沿
岸
国
は
、

avis) 
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

、
、
、
、
、

事
後
の
通
告

な
お
、
事
前
協
議
お
よ
び
事
前
通
告
は
、
措
置
を
直
ち
に
と
る
必
要
が
あ
る
緊
急
の
場
合
に
は
、
免
除
さ
れ
、
事
態
の
緊
急
性
に
よ

っ
て
必
要
と
さ
れ
る
措
置
を
、
沿
岸
国
は
と
る
こ
と
が
で
き
る
（
第
三
条
固
号
）
。

と
る
前
お
よ
び
と
っ
て
い
る
間
は
、
人
命
に
対
す
る
危
険
を
避
け
、
危
難
に
直
面
し
て
い
る
人
に
対
し
て
必
要
と
す
る
援
助
を
与
え
、

し
か
る
べ
き
場
合
に
は
船
舶
乗
組
員
の
本
国
送
還
を
促
進
し
、

る
（
五
条
三
項
）
。

（
第
三
条
側
号
）
。

こ
れ
ら
の
自
然
人
ま
た
は
法
人
が
提
出
す
る
意
見

(
a
n
y
v
i
e
w
s
,
 
les 

第
一
条
を
援
用
し
て
と
っ
た
措
置
は
、
国
お
よ
び
知
ら
れ
た
関
係
自
然
人
ま
た
は
法
人
、

な
ら
び
に

I
M
C
0
事
務

そ
し
て
本
国
送
還
に
い
か
な
る
障
害
も
生
じ
な
い
よ
う
に
最
善
の
努
力

を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
第
三
条
回
号
）
。
こ
れ
は
緊
急
の
場
合
に
も
適
用
さ
れ
る
。

‘,'‘ 出
均
衡
の
原
則

第
一
条
に
従
っ
て
沿
岸
国
が
と
る
措
置
は
、
実
際
に
受
け
た
損
害
ま
た
は
脅
か
さ
れ
て
い
る
損
害
と
均
衡
が
と
れ
て
い
な
け
れ
ば
な

沿
岸
国
の
と
る
措
置
が
損
害
と
均
衡
が
と
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
評
価
す
る
場
合
の
基
準
は
次
の
三
つ
で
あ

当
該
措
置
が
と
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
に
直
ち
に
生
ず
る
損
害
の
規
模
と
蓋
然
性

(the
e
x
t
e
n
t
 
a
n
d
 p
r
o
b
a
b
i
l
i
t
y
 
of 
i
n
m
i
,
 

た
だ
し
、
沿
岸
国
は
、

第
一
条
に
定
め
る
措
置
を
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第
六
条
は
次
の
よ
う
に
規
定
す
る
。

(4) 

カ
ナ
ダ
は
c
の
基
準
を
削
除
す
る
よ
う
提
案
し
た
が
採
択
さ
れ
な
か
っ
た
。
カ
ナ
ダ
の
立
場
は
極
め
て
ド
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
も
の
で
、

油
の
運
送
そ
の
も
の
が
絶
対
責
任
の
も
と
に
な
る
極
端
に
危
険
な
活
動

(
u
l
t
r
a
,
h
a
z
a
r
d
o
u
s
activity) 

す
る
汚
染
損
害
と
防
止
措
置
の
結
果
た
る
船
舶
お
よ
び
積
荷
に
対
す
る
損
害
と
を
秤
り
に
か
け
る
こ
と
、

む
こ
と
は
、
絶
対
責
任
と
相
容
れ
な
い
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
カ
ナ
ダ
の
提
案
に
対
し
、

衡
原
則
の
核
心
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、

さ
ら
に
ト
リ
ー
・
キ
ャ
ニ
オ
ン
号
事
件
で
と
ら
れ
た
措
置
の
結
果
と
し
て
の
化
学
薬
品
に
よ

る
損
害
に
つ
い
て
注
意
を
換
起
し
、
ま
た
オ
ラ
ン
ダ
は
、
百
万
ド
ル
の
油
濁
損
害
を
防
止
す
る
た
め
に
五
千
万
ド
ル
の
タ
ン
カ
ー
を
破

(11) 

壊
す
る
こ
と
の
馬
鹿
々
々
し
さ
を
指
摘
し
た
と
い
わ
れ
る
。

な
お
、
第
五
条
の
均
衡
の
原
則
の
規
定
の
中
に
は
、
プ
ラ
ウ
ン
が
「
合
理
的
必
要
性
の
基
準
」
と
呼
ぶ
も
の
が
第
二
項
に
規
定
さ
れ

(12) 

て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
当
該
措
置
は
、
第
一
条
で
言
及
す
る
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
合
理
的
に
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
措
置

を
越
え
て
は
な
ら
ず
、
そ
の
目
的
を
達
成
し
た
場
合
に
は
直
ち
に
中
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
当
該
措
置
は
、
不
必
要
に
、
旗

国

(
t
h
e
flag 
state)

、
第
三
国
お
よ
び
関
係
自
然
人
も
し
く
は
法
人
の
権
利
と
利
益
と
を
害
す
る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

沿
岸
国
が
規
定
違
反
の
措
置
を
と
っ
た
場
合
の
補
償
と
そ
の
請
求
手
続

c
当
該
措
置
に
よ
っ
て
生
ず
る
か
も
し
れ
な
い
損
害
の
程
度

r
e
s
)
 

(b） 

当
該
措
置
の
有
効
性

(
t
h
e
l
i
k
e
l
i
h
o
o
d
 
of 
t
h
o
s
e
 
m
e
a
s
u
r
e
s
 b
e
i
n
g
 
e
f
f
e
c
t
i
v
e
;
 
l'efficacite 
p
r
o
b
a
b
l
e
 d
e
 c
e
s
 
m
e
s
u
,
 

つ
ま
り
均
衡
原
則
を
も
ち
こ

ド
イ
ツ
は
、

こ
の
c
の
基
準
が
均

で
あ
る
か
ら
、
沿
岸
国
ir-
．対
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第
二
は
、

本
条
約
の
諸
規
定
に
違
反
し
て
措
置
を
と
っ
た
条
約
当
事
国
は
、
他
人
に
損
害
を
与
え
た
場
合
、
第
一
条
で
言
及
す
る
目
的
を
達
成

す
る
た
め
に
合
理
的
に
必
要
な
措
置
を
越
え
た
措
置
に
よ
っ
て
与
え
た
損
害
の
程
度
ま
で
補
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

従
っ
て
補
償
を
得
る
た
め
に
は
次
の
三
つ
を
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
一
は
、
と
ら
れ
た
措
置
が
条
約
違
反
で
あ
る
こ
と
、

第
二
に
、
当
該
措
置
に
よ
っ
て
請
求
者
に
損
害
が
生
じ
た
こ
と
、
第
三
に
、

そ
の
損
害
が
、
第
一
条
に
い
う
目
的
達
成
に
合
理
的
に
必

紛
争
解
決
は
、
第
八
条
一
項
の
規
定
に
従
っ
て
な
さ
れ
る
。
次
の
よ
う
に
規
定
す
る
。

締
約
国
間
に
お
け
る
紛
争
で
あ
っ
て
、
第
一
条
に
基
づ
い
て
と
ら
れ
た
措
置
が
本
条
約
の
諸
規
定
に
違
反
し
て
い
た
か
否
か
に
関
す

る
も
の
、
補
償
が
第
六
条
に
よ
り
支
払
わ
れ
る
べ
き
か
否
か
に
関
す
る
も
の
、
お
よ
び
そ
の
よ
う
な
補
償
の
額
に
関
す
る
も
の
は
、
関

係
当
事
国
間
ま
た
は
措
置
を
と
っ
た
当
事
国
と
自
然
人
も
し
く
は
法
人
で
あ
る
請
求
者
と
の
間
に
お
け
る
交
渉
に
よ
る
解
決
が
不
可
能

で
あ
っ
て
、
か
つ
、
当
事
国
間
で
別
段
の
合
意
が
な
い
場
合
に
は
、

い
ず
れ
か
の
関
係
当
事
国
の
要
求
に
よ
り
、
本
条
約
附
属
書
に
掲

げ
る
条
件
で
、
調
停
、
ま
た
は
調
停
不
成
功
の
場
合
に
は
仲
裁
に
、
付
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

現
行
の
条
約
規
定
の
基
礎
と
な
っ
た
法
律
委
員
会
の
草
案
は
、
調
停
・
仲
裁
に
つ
い
て
、
二
つ
の
案
を
並
記
し
て
い
た
。
第
一

は

「
調
停
、
仲
裁
又
は
仲
裁
を
伴
な
う
調
停
に
」
で
あ
り
、
第
二
は
、
現
行
方
式
の
「
調
停
ま
た
は
調
停
不
成
功
の
場
合
に
は
仲
裁
に
」

で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
会
議
は
よ
り
厳
格
な
方
を
採
択
し
た
と
い
え
よ
う
。
現
行
方
式
で
は
、
次
の
四
つ
の
解
決
方
法
の
い
ず
れ
か
に

よ
っ
て
、
紛
争
は
解
決
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
第
一
は
、
関
係
当
事
国
間
の
交
渉
、
ま
た
は
、
当
事
国
と
自
然
人
も
し
く
は
法
人
で
あ

る
請
求
者
と
の
間
の
交
渉
（
私
人
は
こ
の
交
渉
に
よ
る
解
決
方
式
に
の
み
当
事
者
と
し
て
登
場
す
る
）
、

要
な
範
囲
を
越
え
た
措
置
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
こ
と
、

で
あ
る
。

交
渉
不
成
功
の
場



- 51 -

油
に
よ
る
海
洋
汚
染
の
防
止
と
国
際
法

遵
守
を
要
求
し
て
お
ら
ず
、

た
と
え
す
べ
て
の
国
内
的
救
済
が
尽
さ
れ
て
い
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、

て
、
調
停
ま
た
は
仲
裁
の
要
求
を
拒
否
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
（
第
八
条
二
項
）
。

以
上
略
述
し
て
き
た
と
こ
ろ
が
、

で
あ
る
。
条
約
は
、

一
九
六
九
年
の
「
油
濁
事
故
の
際
の
公
海
上
に
お
け
る
介
入
権
に
関
す
る
国
際
条
約
」
の
主
要
点

こ
の
他
に
、
既
存
の
権
利
を
害
す
る
も
の
で
な
い
旨
の
規
定
（
第
七
条
）
な
ど
を
置
い
て
い
る
。

な
お
、
本
条
約
の
紛
争
解
決
手
続
で
は
、

る。 わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
附
属
書
第
十
九
条
一
項
）
、

合
当
事
国
が
合
意
に
よ
っ
て
決
め
る
そ
の
他
の
平
和
的
解
決
方
法
、
第
三
は
、

こ
の
合
意
が
成
立
し
な
い
場
合
、

い
ず
れ
か
の
当
事
国

の
要
求
に
よ
っ
て
付
託
さ
れ
る
調
停
（
こ
の
場
合
、
調
停
付
託
は
義
務
的
で
あ
る
が
、
調
停
委
員
会
の
勧
告
を
受
諾
す
る
こ
と
は
、
伝

統
的
な
国
際
調
停
の
方
式
に
従
っ
て
、
義
務
で
は
な
い
。
こ
の
点
で
は
、
解
決
で
き
る
か
否
か
は
当
事
国
の
意
思
に
か
か
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。
附
属
書
第
八
条
な
い
し
第
十
条
参
照
）
、
第
四
は
、
義
務
的
仲
裁
で
あ
る
。
こ
の
四
つ
の
い
ず
れ
か
の
解
決
方
法
に
よ
っ
て
、
紛

争
は
最
終
的
に
解
決
さ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
第
一
か
ら
第
三
ま
で
の
方
法
に
よ
っ
て
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
し
て
も
、
義
務

つ
ま
り
調
停
不
成
立
後
一
八

0
日
以
内
に
い
ず
れ
か
一
方
の
関
係
当
事
国
か
ら
の
要
求
が
あ
れ
ば
紛
争
は
仲
裁
手
続
に
付
託

し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
（
附
属
書
第
十
三
条
二
項
）
、
当
事
国
は
仲
裁
々
判
所
の
裁
定
（
終
局
的
で
あ
っ
て
控
訴
は
許
さ
れ
な
い
）

的
仲
裁
、

と
い
う
二
重
の
意
味
で
義
務
的
な
仲
裁
に
よ
っ
て
必
ら
ず
解
決
さ
れ
る
か
ら
で
あ

一
般
の
紛
争
の
平
和
的
解
決
方
法
と
は
異
な
っ
て
、
国
内
的
救
済
完
了
の
原
則
の
厳
格
な

そ
の
こ
と
を
唯
一
の
理
由
と
し

に
直
ち
に
従
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(11} 山

一

九

七

0
年
一
月
の
海
運
局
外
航
課
資
料
「
一
九
六
九
年
の
海
水
汚
濁
損
害
に
関
す
る
国
際
法
律
会
議
（
仮
訳
）
」
に
よ
る
。

②
谷
川
、
前
掲
論
文
‘
―
二
四
頁
以
下
。

③
条
約
の
テ
キ
ス
ト
は
、
英
文
、
仏
文
と
も
に
、

L
e
droit 
m
a
r
i
t
i
m
e
 francais, 
T
o
m
e
 22, 
N
。2
6
1
(
S
e
p
t
e
m
b
r
e
,
 1
9
7
0
9
)
p
p
.
 5
2
0
1
5
3
9
 

に
よ
る
。
尚
、
こ
こ
で
の
分
析
は
、
ほ
ぼ
全
面
的
に

B
r
o
w
n
,

。p.
cit., 
pp. 
1
4
7ー
1
5
8

に
負
う
も
の
で
あ
る
。
ま
た
議
事
録
も
未
だ
入
手
で
き

ず
、
代
表
の
議
論
も
ブ
ラ
ウ
ン
氏
の
も
の
に
よ
っ
た
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。
尚
ま
た
、
法
律
委
員
会
の
条
約
草
案
の
邦
訳
は
、
谷
川
教
授

の
も
の
（
前
掲
論
文
、
一
四

0
ー
一
四
九
頁
所
載
）
を
原
則
と
し
て
、
使
用
し
た
。

④

Claire 
L
e
g
e
n
d
r
e
,
 
"
L
a
 C
o
n
f
e
r
e
n
c
e
 juridique 
internationale 
sur 
les 
d
o
m
m
a
g
e
s
 
d
u
s
 a
 la 
pollution 
d
e
s
 e
a
u
x
 d
e
 la 

m
e
r
 d
e
 1969," 
D
r
o
i
t
 m
a
r
i
t
i
m
e
 francais, 
N
。
2
6
1
(Sept. 
1970), p. 
517. 

固
谷
川
前
掲
一
三
七
ー
一
三
八
頁

⑥
右
掲
一
三
九
ー
一
四

0
頁

m
「
ジ
ュ
リ
ア
ナ
号
事
件
の
諸
問
題
」
と
題
す
る
座
談
会
記
事
〔
ジ
ュ
リ
ス
ト

N
o
.
4
9
9
 
(1972 
• 

2
 
• 

15)

五
三
頁
〕
参
照
。
尚
、

O
i
l
in 

N
a
v
i
g
a
b
l
e
 W
a
t
e
r
 A
c
t
 
1971
の
テ
キ
ス
ト
は
、
昨
年
八
月
の
ロ
ン
ド
ン
滞
在
中
に
買
い
求
め
た
が
、
オ
ー
ダ
ー
に
つ
い
て
は
テ
キ
ス
ト
が
手

元
に
な
く
詳
し
い
内
容
を
私
は
知
ら
な
い
。

⑧

B
r
o
w
n
,
 op. 
cit., 
p. 
1
4
9
 

⑨

I
d
.
;
p
.
 
150. 

⑩
英
文
、
仏
文
テ
キ
ス
ト
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

^
m
a
r
i
t
i
m
e
 casualty~ 

m
e
a
n
s
 a
 collision 
of 
ships, 
stranding 
or 
other 
incident of 
navigation, 
o
r
 other 
o
c
c
u
r
r
e
n
c
e
 

o
n
.
b
o
a
r
d
 a
 ship 
o
r
 external 
to 
it 
resulting 
in 
material 
d
a
m
a
g
e
 o
r
 i
m
m
i
n
e
n
t
 
threat 
o
f
 material 
d
a
m
a
g
e
 to 
a
 ship 

o
r
 c
a
r
g
o
;
 

l'expression ~
ハa
c
c
i
d
e
n
t
d
e
 mer~ 

s'entend 
d'un 
a
b
o
r
d
a
g
e
,
 
e
c
h
o
u
e
m
e
n
t
 o
u
 autre 
incident 
d
e
 n
a
v
i
g
a
t
i
o
n
 o
u
 autre 

e
v
e
n
e
m
e
n
t
 s
u
r
v
e
n
u
 a
 b
o
r
d
 O
U
 a
 l'exterieur 
d
u
 
n
a
v
i
r
e
 qui 
aurait 
p
o
u
r
 c
o
n
s
e
q
u
e
n
c
e
 
soit 
d
e
s
 d
o
m
m
a
g
e
s
 materiels, 

soit 
u
n
e
 
m
e
n
a
c
e
 
i
m
m
e
d
i
a
t
e
 
d
e
 d
o
m
m
a
g
e
s
 
materiels, 
d
o
n
t
 
pourrait 
etre 
victime u
n
 n
a
v
i
r
e
 o
u
 sa 
cargaison; 

B
r
o
w
n
,
0
p
.
c
i
t
.》

p.

154̀
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油
に
よ
る
海
洋
汚
染
の
防
止
と
国
際
法

こ
の
よ
う
に
、

こ
れ
ま
で
の
海
洋
法
、
海
に
関
す
る
国
際
法
は
、

仏
、
北
欧
三
国
な
ど
十
ニ
カ
国
が
当
事
国
で
あ
る
）

軍
事
問
題
と
資
源
（
漁
業
資
源
と
海
底
鉱
物
資
源
）
問
題
と
い
う

四
プ
ラ
ウ
ン
は
、
こ
の
「
合
理
的
必
要
性
」
の
基
準
は
、
「
均
衡
」
の
基
準
よ
り
も
、
よ
り
広
い
も
の
で
あ
っ
て
、
不
均
衡
と
い
う
の
は
、
合
理
的

必
要
を
越
え
た
措
置
の
一
例
で
あ
る
か
ら
、
規
定
方
法
と
し
て
、
第
一
項
と
第
二
項
を
入
れ
か
え
て
、
「
合
理
的
必
要
性
」
と
い
う
基
準
を
第
一
項

に
先
ず
規
定
し
、
続
い
で
第
二
項
で
「
均
衡
」
の
基
準
を
規
定
す
る
の
が
、
よ
り
論
理
的
で
あ
っ
た
ろ
う
と
述
べ
る
。

(
I
d
.
,

p. 
1
5
4
)

。
し
か
し
、

こ
の
問
題
提
起
に
は
、
果
し
て
そ
う
で
あ
ろ
う
か
、
と
い
う
疑
問
が
残
る
。

本
稿
で
扱
っ
た
問
題
は
主
と
し
て

I
M
C
O
が
取
り
上
げ
て
来
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
海
洋
汚
染
防
止
の
問
題
は
、

一
九
六
九
年
の
国
連
総
会
決
議
に
基
づ
き

I
M
C
O
、

七
一
年
十
月
の

F
A
0
 (
国
連
食
糧
農
業
機
構
）
、

ユ
ネ
ス
コ
、

W
M
o
（
世
界
気
象
機
構
）
、

W

H
o
（
世
界
保
健
機
構
）
、

I
A
E
A
（
国
際
原
子
力
機
関
）
の
六
つ
の
国
際
組
織
が
結
成
し
た
「
海
洋
汚
染
の
科
学
的
側
面
に
関
す
る
国

(
G
E
S
A
M
P
)
や
、
同
じ
一
九
七

0
年
の
国
連
総
会
で
七
三
年
に
開
催
を
決
定
し
た
第
三

次
海
洋
法
会
議
の
準
備
を
進
め
て
い
る
海
底
平
和
利
用
委
員
会
（
第
三
小
委
員
会
が
環
境
問
題
を
扱
っ
て
い
る
）

昨
年
六
月
第
一
回
会
議
を
開
い
た
国
連
の
「
海
洋
汚
染
問
題
に
関
す
る
政
府
間
作
業
部
会
」
は
、
本
年
四
月
の
第
三
回
会
議
で
、

「
船
舶
お
よ
び
航
空
機
か
ら
の
海
洋
投
棄
に
関
す
る
オ
ス
ロ
会
議
に
提
案
さ
れ
採
択
さ
れ
た
オ
ス
ロ
条
約

条
約
案
は
本
年
十
月
末
か
ら
十
一
月
上
旬
に
か
け
て
ロ
ン
ド
ン
で
開
催
さ
れ
る
海
洋
投
棄
会
議
で
採
択
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

つ
の
大
き
な
観
点
か
ら
論
じ
ら
れ
て
き
た
が
、

に
影
響
さ
れ
て
、
相
当
に
厳
し
い
内
容
を
も
つ
海
洋
投
棄
条
約
案
を
採
択
し
た
。
こ
の

こ
こ
に
第
三
の
大
き
な
問
題
、
海
洋
汚
染
防
止
と
い
う
論
点
が
加
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

わ
が
国
と
関
係
の
密
接
な
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
問
題
に
し
て
も
こ
の
第
三
の
問
題
を
忘
れ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

連
諸
機
関
の
合
同
専
門
家
グ
ル
ー
。
フ
」

あ

と

が

き

こ
の
他
に

（
現
在
英
、

で
も
検
討
さ
れ
、

一
九

さ
ら
に
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